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Методичні вказівки, індивідуальні завдання

з курсу Лінгвокраїнознавство

Завдання 1.  Релігія Японії

Спираючись на матеріали «インタビュー　プロジェクト», взяти інтерв’ю  у знайомих японців щодо їхнього відношення до релігії в сучасному житті. (5 балів)

Завдання 2 . Свята Японії

Подивитись відео-роліки  про різні свята в Японії та скласти словар-мінімум до цієї теми. (5 балів)

        Завдання 3.Казки та міфи Японії

Подивитись фільм «Народження Японії» та скласти список найголовніших богів та написати анотацію до фільму. (5 балів)

        Завдання 4. Манга та аніме

Прочитати відривок манга «恋人は外国人だ»。(5 балів)
Завдання 5. Музика Японії

Подивитись фільм «Нана» і «Нана2» та написати есе про стан сучасної музики та відношенню до неї  молоді. (5 балів)

Завдання 6. Живопис

Описати одну з своїх найулюбленіших картин японських митців. (5 балів)

Завдання до самоконтролю:

日本の国土
 温泉と火山
 変化に富む気候とくらし
 日本の姿: 国土と人口
 地震に備える日本
 盆栽づくり
 折紙の世界
 野球
  相撲
 神道のお神様
 仏教
 天皇
文化交流
 日本人のカレンダー
 日本は環境に優しいエネルギーを創出する
 燃料電池はここまで進化した
 墨絵, 日本画
 オタク文化
 漫画とアニメ
 日本の映画
 武道
 Веб-ресурси:

http://ja.wikipedia.org/

http://kids.yahoo.co.jp/
http://www33.ocn.ne.jp/~kotaro_mil/hougen.htm
ОПОРНИЙ КОНСПЕКТ ЛЕКЦІЙ

日本の宗教（にほんのしゅうきょう）では、日本における宗教を解説する。
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概説 

日本における宗教の信者数は、文部科学省の宗教統計調査によると、神道系が約1億700万人、仏教系が約8,900万人、キリスト教系が約300万人、その他約1,000万人、合計2億900万人となり、日本の総人口の2倍弱の信者数になる。神道系と仏教系だけで2億人にせまる[1]。 この要因として、以下が挙げられている。
· 統計調査はアンケートで行うため、必然的に自団体の信者数を多めに申告する傾向にある。
· 日本古来の民族信仰の基盤の上に、自然風土の中で培われた年中行事や、祭礼などを通じて、多くの日本人が七五三や初詣、あるいは季節の祭りを神社 で行い、江戸時代の寺請制度の影響で、葬式やお盆などを仏教式で行うなど、複数の宗教にまたがって儀礼に参加している。他国では洗礼を受けた時点でその宗 教の信者に成るのに対し、日本ではその宗教の神を拝めば信者とみなす（氏子であり檀家でもある者などが多くいる）ので、複数の宗教を掛け持つ形となる。
神道、仏教 [編集]
前述の通り、日本では神道、仏教の信徒が大多数を占めている。
神道は明確な教義が存在しない（注：教派神道系のセクト宗教（新宗教）には明確な教義が存在する）。その為、厳密な入信規定などは神道に存在しないが、神棚の設置、神社への寄付、祭事への参加などをもって信者と見る向きが多い。また生後の氏神参りを他宗教でいう洗礼とみなし、これをもって神道の一員になるという解釈も出来る。
仏教は大部分が大乗仏教である。鎌倉時代に普及した仏教（鎌倉仏教） が今日のものの礎となっており、日本の歴史に深く影響を与え、現在に至るまで信者数も多い。全体的に教祖信仰的な趣が強く、戒律も厳しくなく、他宗派との 表立った論争も少ない。本来は出家することで正式な仏教徒となるが、多くの日本人の場合は自身の葬儀の場において戒名を得ることにより仏門に入る。ちなみ に、チベット仏教などの諸外国の仏教は、一部のインテリ層には支持されているものの、大衆からの支持は得られておらず、存在感はきわめて薄い。
日本では長く神仏習合が行われたため、神道と仏教の間には明確な境界線が存在しない。例えば、神棚を祀っている家庭には仏壇があることが多く、2つの宗教に同時に入信している家庭が多い。これが、神道と仏教で信者を合わせると2億人を超えると言われる所以である。
考え方を変えると、神道と仏教という2つの宗教が日本に存在したと捉えるのではなく、渾然一体となった宗教が一つあったと捉える方が自然であるとも いえる。歴史的に見ても現在においても、神道と仏教はその機能を分担して担っており、両者を合わせて一つの宗教観を構成しているともいえる。
加えて、宗教として意識されることは少ないが、葬儀、死生観を中心に儒教も大きな影響を残している。先祖霊などの観念は現在では仏教に組み込まれているが、本来は仏教哲学と矛盾するものであり、古来の民間信仰と儒教に由来する。位牌、法事など、先祖供養に関わる重要な習慣が儒教起源である。思想、道徳としての儒学は支配階級を中心に学ばれ、明治以降は一般庶民にも直接、間接に影響を与えた。
民間信仰的要素は歴史的経緯もあり複雑な様相を成している。これらは主にアニミズムを基盤としており社殿以前の磐座や山岳信仰などに顕著であるが、神仏習合の影響も受け形を変えて受け継がれているものも多い（道祖神と地蔵菩薩、えびす信仰など）。密教などの影響を受け仏教や神道の枠に収まりがたい発展を遂げた宗教には修験道、陰陽道などがあり、真言

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%80%E7%BE%85%E5%B0%BC" \o "陀羅尼" 陀羅尼や功徳を積んだ法力への期待から御霊会など怨霊の鎮魂を担っていた。現代でも地鎮祭などにはこの考えが残っている。
一方、公明党の支持母体の日蓮正宗系（但し、現在は破門）新宗教団体創価学会の入信者数は教団の公式発表で827万世帯、世論調査などから割り出した推計数で400万人と言われている[要出典]。詳細については「創価学会」参照。
キリスト教 

詳細は「日本キリスト教史」を参照
キリスト教の信徒は全人口の0.8%で、フランシスコ・ザビエルによる布教直後の一時期を除き、全人口の1%を超えたことはない。
欧米を中心とする先進諸国は勿論、アジア全体と比較しても異例の低比率のため、日本のキリスト教関係者は、かつてこれを「1%の壁」と形容していたこともある。日本のキリスト教団体の多くは、ヨーロッパ・アメリカ・韓国に比して小規模で（特にプロテスタント教会）、信徒数の多い教派の第一位はカトリックである。そのカトリックにしても、総数は45万人程度であり[2]、日本の総人口の0.3%ほどに過ぎない。
また、特定の教会には属さず、自宅で聖書とのみ対峙する、「無教会運動」（指導者として内村鑑三や南原繁などが有名）がある。プロテスタントの最大教派は日本基督教団である。また、プロテスタントの中で福音派と呼ばれるグループは、欧米圏のキリスト教に比べて「聖書信仰」という側面が強いという特徴が指摘されている。なお、ギリシャ正教（日本正教会）の信徒数は日本では1万人前後とみられ、数的にはイスラム教以下である。ただし、クリスマスやバレンタインデー、ハロウィンなどの年中行事は信徒であるなしに関わらず一般的に認知され、大勢の人間が祝う。しかし、それはお祭りのような物であり、キリスト教信者の増加に結びついてはいない。また日本にはエホバの証人が 約20万人存在していると言われている。エホバの証人をキリスト教の一派と考えた場合、カトリックに次ぐ第2位と言う事になり、最も普及しているキリスト 教団体のひとつとも言える。しかしエホバの証人は正統派とされる諸教会からはキリスト教の一員とはみなされていない。エホバの証人自身も、名称としてのキ リスト教は使用せず、キリスト教世界の一員であるとも思っていない。しかし一般の日本社会ではエホバの証人はキリスト教の一グループだと認識されている事 が多い。都市部はもちろん、正統派とされる諸教会が布教しないような山間部や農村、漁村、過疎地域にも積極的に配布物を配ったり、聖書研究グループを作っ たりしているため、むしろエホバの証人の活動をもってキリスト教だと認識されているケースも少なくない。
 Свята Японії

ゲーター祭 １EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(がつ);月)１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(みえけんとばしこうのしま);三重県鳥羽市神島)
玉せせり １EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(がつ);月)３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(ふくおかしひがしく);福岡市東区)
加賀鳶出初め式 １EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(がつ);月)５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(にちいこう);日以降)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(いしかわけんかなざわし);石川県金沢市)
柳津の裸まいり（七日堂裸詣り） １EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(がつ);月)７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(ふくしまけんやないづちょう);福島県柳津町)
ホーランエンヤ １EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(がつじょうじゅん);月上旬) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(おおいたけんぶんごたかだし);大分県豊後高田市)
今宮戎 宝恵駕籠（ほえかご）行列 １EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかし);大阪市)
西宮戎 開門神事 １EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がつ);月)１０日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひょうごけんにしのみやし);兵庫県西宮市)
とんど（どんど・左義長） １月１３～１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にちぜんご);日前後)
どやどや １月１４日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおさかしてんのうじく);大阪市天王寺区)
三十三間堂通し矢 １月１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にちまえご);日前後)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうとしひがしやまく);京都市東山区)
むこ投げ １月１５日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にいがたけんまつのやままち);新潟県松之山町)

黒石寺蘇民祭 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きゅうれき);旧暦)１月７日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いわてけんおうしゅうしみずさわく);岩手県奥州市水沢区)
ヤーヤ祭り ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(みえけんおわせし);三重県尾鷲市)
京都八坂神社節分祭 ２月２～３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとしひがしやまく);京都市東山区)
子泣き相撲 ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ながさきけんひらどし);長崎県平戸市)
針供養 ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日)・１２月８日
大原水かけまつり ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いわてけんいちのせきし);岩手県一関市)
徳丸北野神社田遊び ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうといたばしく);東京都板橋区)
八戸えんぶり ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１７～２０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あおもりけんはちのへし);青森県八戸市)
和良比はだかまつり ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ちばけんよつかいどうし);千葉県四街道市)
さっぽろ雪まつり ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつちゅうじゅん);月中旬) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ほっかいどうさっぽろし);北海道札幌市)
谷汲踊り ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ぎふけんいびがわちょう);岐阜県揖斐川町)
おんだ祭り ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいいちにちようび);月第一日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ならけんあすかむら);奈良県明日香村)
西大寺会陽 ２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいさんどようび);月第三土曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おかやまし);岡山市)

お水取り（奈良東大寺二月堂修二会） ３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～１４日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ならし);奈良市)
祭頭祭 ３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いばらきけんかしまし);茨城県鹿嶋市)
田縣神社豊年祭 ３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あいちけんこまきし);愛知県小牧市)
雲仙松明武者行列 観櫻火宴 ３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつさいしゅうどようび);月最終土曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ながさきけんうんぜんし);長崎県雲仙市)
左義長まつり ３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつちゅうじゅん);月中旬)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つち);土)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しがけんおうみはちまんし);滋賀県近江八幡市)

犬山祭 ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいいちつち);月第一土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あいちけんいぬやまし);愛知県犬山市)
青柴垣神事 ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しまねけんまつえしみほのせきちょう);島根県松江市美保関町)
長浜曳山まつり ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１３～１６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しがけんながはまし);滋賀県長浜市)
春の高山祭 ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１４～１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ぎふけんたかやまし);岐阜県高山市)
古川祭 起し太鼓 ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１９～２０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ぎふけんひだし);岐阜県飛騨市)
美濃まつり 花みこし ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいにつち);月第二土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ぎふけんみのし);岐阜県美濃市)
どろめ祭 ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつさいしゅうにちようび);月最終日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(こうちけんこうなんし);高知県香南市)
弘前さくらまつり ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつげじゅん);月下旬)～５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひごろ);日頃) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あおもりけんひろさきし);青森県弘前市)
御柱祭 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とら);寅)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(さるどし);申年)の４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつじょうじゅん);月上旬)～５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がつじょうじゅん);月上旬) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ながのけんすわし);長野県諏訪市)
松尾大社神幸祭（おいで） ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がつ);月)２０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にちいこう);日以降)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうとしにしきょうく);京都市西京区)
日高火防祭 ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がつ);月)２８～２９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いわてけんおうしゅうしみずさわく);岩手県奥州市水沢区)
曲水の宴 ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がつ);月)２９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうとしふしみく);京都市伏見区)
くらやみ祭り ４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日)～５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとふちゅうし);東京都府中市)

春の藤原まつり ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いわてけんひらいずみちょう);岩手県平泉町)
高岡御車山祭 ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とやまけんたかおかし);富山県高岡市)
青柏祭（でか山） ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３～５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いしかわけんななおし);石川県七尾市)
亀崎潮干祭 ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３～４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あいちけんはんだし);愛知県半田市)
浜松まつり ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３～５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しずおかけんはままつし);静岡県浜松市)
博多どんたく港まつり ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３～４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ふくおかし);福岡市)
葵祭（賀茂祭） ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとし);京都市)
先帝祭 ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(やまぐちけんしものせきし);山口県下関市)
ホーランエンヤ EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(うしどし);丑年)の５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつちゅうじゅん);月中旬) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しまねけんまつえし);島根県松江市)
神田祭 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(せいれききすうどし);西暦奇数年)の５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちまえご);日前後) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとちよだく);東京都千代田区)
三社祭 ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいさんきん);月第三金)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとたいとうく);東京都台東区)
糸満ハーレー EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きゅうれき);旧暦)５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おきなわけんいとまんし);沖縄県糸満市)
神戸まつり ５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつちゅうじゅん);月中旬)の金～日曜日 兵庫県神戸市

鳥越神社大祭 ６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日)にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ちか);近)いEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとたいとうく);東京都台東区)
チャグチャグ馬コ ６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいにどようび);月第二土曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いわてけんもりおかし);岩手県盛岡市)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(たきさわそん);滝沢村)
山王祭 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(せいれきぐうすうどし);西暦偶数年)の６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちまえご);日前後)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いちしゅうかん);一週間) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとちよだく);東京都千代田区)
YOSAKOIソーラン祭り ６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつじょうじゅん);月上旬) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ほっかいどうさっぽろし);北海道札幌市)
御田植神事 ６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかしすみよしく);大阪市住吉区)
竹伐り会式 ６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとしさきょうく);京都市左京区)
夏越の祓 ６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日)
愛染祭 ６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３０～７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかしてんのうじく);大阪市天王寺区)
祇園祭 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～３１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとし);京都市)
博多祇園山笠 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ふくおかしはかたく);福岡市博多区)
入谷鬼子母神朝顔市 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)６～８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとたいとうく);東京都台東区)
湘南ひらつか七夕まつり ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいいちもくようび);月第一木曜日)から４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちかん);日間) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(かながわけんひらつかし);神奈川県平塚市)
吉野金峯山寺蓮華会（蛙飛び） ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひ);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ならけんよしのちょう);奈良県吉野町)
ほおずき市（浅草寺四万六千日） ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)９～１０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとたいとうく);東京都台東区)
杭全神社夏祭り（だんじり） ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１１～１４日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかしひらのく);大阪市平野区)
郡上おどり ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつじょうじゅん);月上旬)～９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつじょうじゅん);月上旬) 岐阜県郡上市
浜降祭 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつうみ);月海)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひ);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(かながわけんち);神奈川県茅)

EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(し);ヶ)

EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ざきし);崎市)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(さむがわちょう);寒川町)
那智の火祭り ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(わかやまけんなちかつうらちょう);和歌山県那智勝浦町)
南房総白浜海女まつり ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつうみ);月海)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひ);日)とEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(よくじつ);翌日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ちばけんなんぼうそういちしらはまちょう);千葉県南房総市白浜町)
豊浜鯛まつり ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつちゅうじゅん);月中旬)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つち);土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あいちけんみなみちたちょう);愛知県南知多町)
熊谷うちわ祭 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２０～２２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(さいたまけんくまがやし);埼玉県熊谷市)
津和野の鷺舞（弥栄神社祇園祭） ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２０・２４・２７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しまねけんつわのちょう);島根県津和野町)
うわじま牛鬼まつり・和霊大祭 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２２～２４日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(えひめけんうわじまし);愛媛県宇和島市)
相馬野馬追祭り ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２３～２５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ふくしまけんそうまし);福島県相馬市)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(はらまちし);原町市)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おたかちょう);小高町)、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ほか);他)
天神祭 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２４～２５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかしきたく);大阪市北区)
山あげ祭り ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいよんき);月第四木)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とちぎけんなすからすやま);栃木県那須烏山)
長崎ペーロン選手権大会 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいよんつち);月第四土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ながさきし);長崎市)
隅田川花火大会 ７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつさいしゅうどようび);月最終土曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとすみだく);東京都墨田区)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(たいとうく);台東区)

弘前ねぷたまつり ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あおもりけんひろさきし);青森県弘前市)
盛岡さんさ踊り ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いわてけんもりおかし);岩手県盛岡市)
教祖祭ＰＬ花火芸術 ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかふとんだばやしし);大阪府富田林市)
青森ねぶた祭 ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２～７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あおもりし);青森市)
秋田竿燈まつり ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３～６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あきたし);秋田市)
七夕絵どうろうまつり ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)５～７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あきたけんゆざわし);秋田県湯沢市)
仙台七夕まつり ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)６～８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(みやぎけんせんだいし);宮城県仙台市)
山形花笠まつり ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)５～７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(やまがたし);山形市)
石崎奉燈祭 ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいいちきん);月第一金)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(どようび);土曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いしかわけんななおし);石川県七尾市)
石取祭 ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいいちにちようび);月第一日曜日)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ぜんじつ);前日)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうじつ);当日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(みえけんくわなし);三重県桑名市)
佃祭り EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(こ);子)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(う);卯)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(うま);午)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とりどし);酉年)の８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつじょうじゅん);月上旬) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとちゅうおうく);東京都中央区)
よさこい祭り ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)９～１２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(こうちし);高知市)
阿波踊り ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１２～１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とくしまし);徳島市)
黒石よされ ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５～１６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あおもりけんくろいしし);青森県黒石市)
精霊流し ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ながさきし);長崎市)
山鹿灯籠まつり ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５～１６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(くまもとけんやまがし);熊本県山鹿市)
西馬音内盆踊り ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１６～１８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あきたけんはねうしろまち);秋田県羽後町)
大文字五山送り火 ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとし);京都市)
深川祭 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(こ);子)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(う);卯)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(うま);午)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とりどし);酉年)の８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひふきん);日付近)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つち);土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとこうとうく);東京都江東区)
鳥取しゃんしゃん祭り ８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいにどよう);月第二土曜)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とっとりし);鳥取市)

越中おわら風の盆 ９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とやましやつおまち);富山市八尾町)
角館のお祭り（山ぶつけ） ９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)７～９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あきたけんせんぼくし);秋田県仙北市)
面掛行列 ９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(かながわけんかまくらし);神奈川県鎌倉市)
采女祭 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ちゅうしゅう);中秋)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(めいげつ);名月)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひ);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ならし);奈良市)
月見祭 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きゅうれき);旧暦)８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちまえご);日前後) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかふさかいしきたく);大阪府堺市北区)
花巻まつり ９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいにどよう);月第二土曜)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ぜんじつ);前日)から３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちかん);日間) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いわてけんはなまきし);岩手県花巻市)
大原はだか祭り ９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２３～２４日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ちばけん);千葉県)いすみEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(し);市)
五箇山麦屋まつり・こきりこ祭り ９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２３～２６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とやまけんなんれいし);富山県南砺市)
岸和田だんじり祭り ９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつけいろう);月敬老)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひちょくぜん);日直前)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つち);土)～日曜日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおさかふきしわだし);大阪府岸和田市)

二本松のちょうちん祭り １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)４～６EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ふくしまけんにほんまつし);福島県二本松市)
長崎くんち １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)７～９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ながさきし);長崎市)
秋の高山祭 １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)９～１０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ぎふけんたかやまし);岐阜県高山市)
佐原の大祭 １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだいにきん);月第二金)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ちばけんかとりし);千葉県香取市)
大津祭 １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつたいいく);月体育)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひちょくぜん);日直前)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(どよう);土曜)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しがけんおおつし);滋賀県大津市)
岸和田秋まつり（山手地区のだんじり） １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだい);月第)２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つち);土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかふきしわだし);大阪府岸和田市)
那覇まつり・那覇大綱挽 １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだい);月第)２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つち);土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(げつようび);月曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おきなわけんなはし);沖縄県那覇市)
笑い祭（丹生祭） １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつたいいく);月体育)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひぜんじつ);日前日)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(わかやまけんひだかかわまち);和歌山県日高川町)
枚岡神社秋郷祭 １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１４～１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(おおさかふひがしおおさかし);大阪府東大阪市)
灘のけんか祭り １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１４～１５EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひょうごけんひめじし);兵庫県姫路市)
西条まつり １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１４～１７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(えひめけんさいじょうし);愛媛県西条市)
新居浜太鼓祭り １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１６～１８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(えひめけんにいはまし);愛媛県新居浜市)
川越まつり １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだい);月第)３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つち);土)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(さいたまけんかわごえし);埼玉県川越市)
松江鼕（どう）行列 １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだい);月第)３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(しまねけんまつえし);島根県松江市)
木場の角乗り １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつちゅうじゅん);月中旬)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとこうとうく);東京都江東区)
網干まつり（魚吹八幡神社秋祭り） １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２１～２２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひょうごけんひめじしあぼしく);兵庫県姫路市網干区)
時代祭 １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとし);京都市)
鞍馬の火祭り １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとしさきょうく);京都市左京区)
伊万里トンテントン １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２２～２４日 EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(さがけんいまりし);佐賀県伊万里市)
平戸くんち １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２４～２７EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ながさきけんひらどし);長崎県平戸市)
宇和津彦神社秋祭り １０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(えひめけんうわじまし);愛媛県宇和島市)

秋の藤原まつり １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１～３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(いわてけんおうしゅうし);岩手県奥州市)
おはら祭 １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２～３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(かごしまし);鹿児島市)
箱根大名行列 １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(かながわけんはこねまち);神奈川県箱根町)
唐津くんち １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３～４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(さがけんからつし);佐賀県唐津市)
ふいご祭り（たたら祭） EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にいがたけんよいたまち);新潟県与板町)・EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ほか);他) １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(つき);月)８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちまえご);日前後)
酉の市（一の酉） １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつとり);月酉)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ひ);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとうちかくち);東京都内各地)
嵐山もみじ祭り １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつだい);月第)２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にちようび);日曜日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとしうきょうく);京都市右京区)
長野えびす講 １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１８～２０EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日)（EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(えんかたいかい);煙火大会)は２３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日)） EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ながのし);長野市)
防府天満宮御神幸祭（裸坊祭） １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２２～２３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(やまぐちけんほうふし);山口県防府市)
高千穂の夜神楽 １１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)～EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(よくとし);翌年)２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつころ);月頃) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(みやざきけんたかちほちょう);宮崎県高千穂町)

秩父夜祭 １２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)２～３EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(か);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(さいたまけんちちぶし);埼玉県秩父市)
大根焚き １２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつじょうじゅん);月上旬) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(きょうとし);京都市)
義士祭 １２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１４EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日)
春日若宮おん祭 １２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１５～１８EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(ならし);奈良市)
羽子板市 １２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)１７～１９EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(とうきょうとたいとうく);東京都台東区)
なまはげ １２EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(がつ);月)３１EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(にち);日) EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あきたけんおがし);秋田県男鹿市)
 Мода Японії
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The fashions in this book illustrate traditional Japanese clothing styles between 1338 and 1912. Arranged here according to Japan's historical and political eras, the clothing reflects the subtle modifications the Japanese made to their ancient garb (short of adopting Western dress) which enabled them to function in the global community at the beginning of the 20th century. When the power of Japan's ancient imperial court flagged in the middle of the 9th century, the shogun, a line of military governors, assumed civil power. In 1338, Ashikaga Takauji seized control of the government, founding a dynasty that lasted 250 years. The Ashikaga family was overthrown in 1573.

By 1600, the Tokugawa family had established a new bakufu, or military government. This family, which maintained strict feudal controls, is remembered for the dramatic cultural and economic changes that took place in Japan under its rule. The delicate balance of power held by the Tokugawa

family was upset by the introduction of Western technology into Japan, resulting in the resignation of the shogun in 1867. Taking political control, the Meiji Restoration reinstated Imperial rule, which transformed the country into a modern state. While Japan was defeated in World War II (1945), it has emerged from the ashes as one of the most important economic powers in the world. 

The ceremonial costume worn by this court lady is comprised of many silk robes which have been layered. Each robe has very wide sleeves; the bow at her waist has long, flowing ends which trail to the floor. 3Ashikaga Period This formally dressed lady of the court wears 12 light-weight silk robes, each a different shade.

Ashikaga Period
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This warrior is wearing a richly patterned jacket and loose trousers tucked into leg guards. The armor encasing his body is made of metal, leather, and silk. Here is a warrior wearing a helmet covered with

patterned leather and ornate metalwork. The unique symbols serve as identification. Bearskin boots, leather archery gloves, a bow, a sword, and a dagger are also part of his costume.

This woman and man, both commoners, wear everyday kimonos and sandals. Her skirt is wrapped; his loose trousers are tied at the waist with a sash. These female street vendors are selling small fish and

candies which they carry in baskets. Their kimonos are tied at the waists with sashes; their hats are made from pieces of cloth that have been wrapped and tied. 8This nobleman of the court wears a formal summer costume comprised of a wide-sleeved robe with a trailing train, an embroidered, fringed sash, and wide-legged trousers. The hat denotes his rank. A lady of the court wears an everyday summer costume.

Made of silk, it consists of two robes covering a kimono.

The skirt is tied at the waist; the large bow has flowing ends. Her long, straight hair is held back by a ribbon. The vestment worn by this Buddhist prince is a brocade robe. It is wrapped with a square-shaped piece of cloth, indicating that he is a priest. 11This upper-class boy wears everyday clothing. His robe has very wide sleeves trimmed with double rows of  ribbon. He also wears pleated, loose-fitting pants that are tied at the waist.

Momoyama Period (1568-1603)
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This woman, from the upper warrior class, wears a ceremo-nial outfit. The outer robe, which is richly embroidered, covers 2 layers of kimonos, and is tied at the waist by a sash. In formal dress, this woman from the upper warrior class wears many layers of robes over kimonos.This peasant woman, selling firewood, wears a cotton outer kimono covering her under kimono. She also wears gloves, leg coverings, straw sandals, and a cloth on her head.

Here is a street peddler dressed in loose trousers with side openings, a cotton kimono decorated with a geometric motif, leg coverings, and sandals. This warrior wears armor with shoulder and arm plates, and gloves. His pleated, wide-leg trousers are tucked into shin guards. Patterned socks with sandals cover his feet. He is equipped with a sword and a dagger.

This entertainer wears a colorful kimono. The tasseled cord which wraps around her waist is tied in a bow.

Here is an upper-class woman dressed for travel. The large straw hat and hemp veil offer her protection from the elements. A purse hangs from a cord around her neck.

19Shown here is a warrior wearing an everyday costume comprised of pleated trousers and a jacket with sleeves detailed with cord. His son wears armor and a robe with double rows of ribbon at the sleeve openings. The child's pleated trousers are tied at the ankles. 20This lady of the warrior class wears a formal summer costume. The elaborately embroidered outer robe, which is draped around her waist, covers an outer kimono and 2 under kimonos. A bow holds back her long hair. This man is a general from the warrior class. His everyday outfit consists of a jacket with large sleeves, pleated trousers, and a matching sash.Momoyama Period Here is a Shinto priest on a missionary tour. He wears pleated trousers, an outer robe with a full-length back, and free-flowing panels in front.

This soldier, his torso protected with armor, also wears short trousers with narrow legs, leg guards, and sandals.

24On the left is an upper-class woman dressed in a small-sleeved kimono. Her friend, on the right, is a

married woman of the same rank. She wears a walking costume.

Edo Period (1603-1868)
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This woman, a commoner, wears a small-sleeved kimono and obi, or wide sash. Her hair is adorned with ribbons and a comb.27 This man is a samurai, a member of Japan's warrior aristocracy. He is wearing a ceremonial costume com-prised of a sleeveless jacket and pleated, over-the-feet trousers with openings at the sides. His hair is styled in the traditional samurai topknot.

A geisha, or entertainer, this woman wears a summer out-fit which includes an obi sash. Her hairstyle, ornaments, and comb are very popular during this period.These 2 commoners are traveling. The man on the left wears a short cape while his friend wears a short coat. Both men wear gloves, leggings, socks and sandals, and carry straw hats. Their belongings, which are carefully wrapped, hang over their shoulders. To play football, this man wears a kimono jacket with voluminous sleeves. His loose trousers are tied at the waist with braided silk cords and tassels.31

Here is a young dancer wearing an elaborate costume with long, swinging sleeves and a geometric, patterned sash across her chest. Her kimono is decorated with flower and water designs; her hair is adorned with branches of leaves. Playing a leading role in a Japanese No play, this dancer portrays the character of a goddess by wearing the mask of a young girl.

A bride of the upper merchant class, this young woman wears a traditional wedding ensemble consisting of an embroidered outer coat, a kimono, and an obi. This high-ranking samurai is wearing a ceremonial robe with a small train and voluminous trousers.37 Here is a military officer at court wearing a ceremonial summer robe with a long train, and loose trousers tucked into his boots. A decorative, fringed sash is tied at his waist.38 Wearing an outer coat, a kimono, pleated wide-legged

trousers, and socks, this samurai carries a sword, and a dagger. A falcon is perched on his hand.41

Meiji Period 

This man, a middle ranking government official, wears a ceremonial costume robe, a vest, a fringed sash, a feathered hat, and trousers tucked into his leg guards.42 With tighter sleeves, a shorter jacket and skirt, and a fur hat, the uniform worn by this officer of the Royal Army has an updated look which has been influenced by Western military styles.43

Here is a married woman, a commoner, who wears a small-sleeved kimono called a kosode, and an obi tied with a cord. Her simple hairstyle has minimal adornment.This flower vendor wears traditional dothing. The sleeves of her cotton jacket arc held back with a ribbon to allow for mobility. She wears an apron at the waist as well as gloves, leggings, and a cloth to protect her head. This lady-in-waiting at the Imperial Palace wears a ceremonial costume comprised of outer robes and a wide-legged trouser/skirt. Her sash is made from rolled ribbons and braided silk cords. Two rows of ribbons decorate the outer robe at the neck and the hem. This lady-in-waiting at the Imperial Palace wears an everyday outfit consisting of a wide-sleeved robe and a trouser/skirt. The neck, sleeve openings, and hem are decorated with 2 rows of ribbon. wears a skirt with a pleated sidepiece, wide trousers, and boots.

The Emperor is dressed for a Shinto ceremony. His outer robe has a long train trailing down in back. He also Meiji Periodp. 

What did a warrior of the Ashikaga period (1338-1573) wear in battle? How many layers of silken robes, each in a different shade, adorned a 14th-century Japanese court lady when she dressed for a formal occasion? How did women street vendors appear when selling their wares? You'll find visual answers to these and many more questions about Japanese fashions in this unique and educational coloring book. Forty-five detailed, finely rendered line drawings trace the evolution of Japanese garb over six centuries. As you color these plates, you'll have a chance to compare the elaborate gowns of men and women of the court to the simple kimonos of commoners. You'll also discover European influence during the Meiji era (1867-1912) upon military fashion, court styles, and even the uni- form of a schoolgirl; marvel at a Buddhist prince in his stunningly elaborate brocade robe; and enjoy learning about a host of other traditional Japanese cos- tumes. Filled with all the splendor of male and female Japanese fashion through the centuries, accompanied by fact-filled captions that provide explanations of the costumes and their purposes, this meticulously researched book is sure to delight and inform colorists of all ages, and to fascinate students and enthusiasts of Japanese life and culture.

	日本神話（にほんしんわ）とは日本に伝わる神話のことである。
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序説 [編集]
現在、日本神話と呼ばれる伝承はそのほとんどが『古事記』、『日本書紀』および地方各国の『風土記』にみられる記述をもとにしている[1]

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E8%A9%B1" \l "cite_note-jiten-1" [2]。すなわち、高天原の神々を中心とする神話がその大半を占め[2]、一方ではその出典となる文献は決して多くはない。
本来、日本各地にはそれぞれの形で何らかの信仰や伝承があったと思われ、その代表として出雲が登場するが、ヤマト王権の支配が広がるにつれてそのいずれもが国津神（くにつかみ）または「奉ろわぬ神」という形に変えられて「高天原神話」の中に統合されるに至ったと考えられている[3]。また、後世までヤマト王権などの日本の中央権力の支配を受けなかったアイヌや琉球にはそれぞれ独自色の強い神話が存在する。
中世に入ると、『太平記』などの軍記物、歌学書やその注釈、寺社縁起などにおいて『日本書紀』にもとづきながらその内容に大きな差異が認められる、いわゆる中世神話（中世日本紀）が発達した。中世神話のなかでは本地垂迹説 にもとづいて記紀の神々が仏教の尊格と同一視されたり、あるいは対等に渡り合っている。記紀にはみられない神格やアイテムが登場したり、地方神話、民間伝 承や芸能から取り込まれた要素が神話の中に混ざりこんでいたりすることもある。記紀神話とは異なり最後まで正統的な文献が存在しなかったため、豊富なバリ エーションが多く残されている。中世神話は現在ではおもに国文学方面で研究がおこなわれており、神話学などではあまりあつかわれていない。
近世になると、伊勢国出身の本居宣長が、古事記に対して本格的解明を目指し名著『古事記伝』を書き上げ、『日本書紀』優位の神話が一変して、『古事記』優位の神話が主体となり、現在にいたっている。
また、少数派ではあるものの、キリシタンや幕末の新興宗教の教説にも日本独自の神話がみられる。
以上を踏まえた上で、この記事においては『古事記』、『日本書紀』などにより語られる「高天原神話」（記紀神話）に絞り、日本神話として解説を加えていくことにする。
現在は、風土、風俗などの民俗学、考古学にもとづく研究などがおもにされている。また、日本神話の原形となったと思われる逸話や、日本神話と類似点を持つ神話はギリシャ神話など世界中に多数存在する。日本における古墳期-奈良期にかけての国の勢力関係をも知る上での参考資料ともなっている。
その上でここでは、あくまでも神話として、或いは民俗学・考古学上の観点から、「高天原神話」について述べることにしたい。
あらすじ [編集]
この記事では、日本神話のあらすじを述べるにとどめ、各神話の詳細は、別記事に譲る。
世界の始まり [編集]
詳細は「天地開闢 (日本神話)」を参照
世界の最初に高天原で、別天津神・神世七代という神々が生まれた。これらの神々の最後に生まれてきたのがイザナギ・イザナミである[4]。
イザナギとイザナミ [編集]
詳細は「国産み」、「神産み」をそれぞれ参照
イザナギ・イザナミは葦原中国に降り、結婚して大八洲と呼ばれる日本列島を形成する島々を次々と生み出していった。さらに、さまざまな神々を生み出していったが[4]、火の神カグツチを出産した際にイザナミはカグツチの火にホト（性器）を焼かれたのがもとで病となり死んでしまい[5]、出雲と伯耆の境の比婆の山（現；島根県安来市）に埋葬された。イザナギはカグツチを殺し、イザナミをさがしに黄泉の国へと赴く。しかし、黄泉の国のイザナミは既に変わり果てた姿になっていた。これにおののいたイザナギは逃げた[5]。イザナギは黄泉のケガレを嫌って禊をした。この時もさまざまな神々が生まれた。左目を洗ったときに生まれた神がアマテラス（日の神、高天原を支配）・右目を洗ったときにツクヨミ（月の神、夜を支配）・鼻を洗ったときにスサノオ（海原を支配）が成り、この三柱の神は三貴子と呼ばれ、イザナギによって世界の支配を命じられた[6]。
アマテラスとスサノオ [編集]
詳細は「アマテラスとスサノオの誓約」、「岩戸隠れ」をそれぞれ参照
スサノオはイザナミのいる根の国へ行きたいと泣き叫び、天地に甚大な被害を与えた。そして、アマテラスの治める高天原へ と登っていく。アマテラスはスサノオが高天原を奪いに来たのかと勘違いし、弓矢を携えてスサノオを迎えた。スサノオはアマテラスの疑いを解くために各の身 につけている物などで子（神）を産み、その性別によりスサノオは身の潔白を証明した。これによりアマテラスはスサノオを許したが、スサノオが高天原で乱暴 を働いたためアマテラスは天岩戸に隠れた[7]。日の神であるアマテラスが隠れてしまったために太陽が出なくなってしまい神々は困った。そこで、計略でアマテラスを天岩戸から出した。スサノオは下界に追放された[8]。
出雲神話 [編集]
詳細は「ヤマタノオロチ」、「因幡の白兎」、「大国主の神話」、「大国主の国づくり」をそれぞれ参照
スサノオは出雲の国に降り立った。そして、害獣であるヤマタノオロチ（八俣遠呂智）を切り殺し、国津神の娘と結婚する[9]。スサノオの子孫である大国主はスサノオの娘と結婚し、スクナビコナと葦原中国の国づくりを始めた。
出雲神話とはいうものの、これらの説話は『出雲国風土記』には収録されていない。ただし、神名は共通するものが登場する。
葦原中津国平定 [編集]
詳細は「葦原中津国平定」、「天孫降臨」をそれぞれ参照
アマテラスら高天原にいた神々（天津神）は、葦原中国を統治するべきなのは天津神、とりわけアマテラスの子孫だとした。そのため、何人かの神を出雲に使わした。大国主の子である事代主・タケミナカタが天津神に降ると大国主も大国主のための宮殿建設と引き換えに、天津神に国を譲ることを約束する。この宮殿は後の出雲大社である[10]。
アマテラスの孫であるニニギが葦原中国平定を受けて日向に降臨した。ニニギはコノハナノサクヤビメと結婚した。
山幸彦と海幸彦 [編集]
詳細は「山幸彦と海幸彦」、「ウガヤフキアエズ」をそれぞれ参照
ニニギの子[11]である海幸彦・山幸彦は山幸彦が海幸彦の釣り針をなくしたことでけんかになった[5]。山幸彦は海神の宮殿に赴き、釣り針をみつけ、釣り針を返した。山幸彦は海神の娘と結婚しウガヤフキアエズという子をなした。ウガヤフキアエズの子がカムヤマトイワレヒコ（またはカンヤマトイワレヒコ。後の神武天皇）である[5]。
神武天皇 [編集]
詳細は「神武東征」、「タギシミミの反逆」をそれぞれ参照
カムヤマトイワレヒコは兄たちと謀ってヤマトを支配しようともくろむ。ヤマトの先住者たちは果敢に抵抗し、カムヤマトイワレヒコも苦戦するが、結局、天孫のカムヤマトイワレヒコの敵ではなかった。カムヤマトイワレヒコは畝傍橿原宮の山麓で即位する。これが初代天皇である神武天皇である[12]。
神武天皇の死後、神武天皇が日向にいたときの子であるタギシミミが反乱を起こす。カムヌナカワミミがそれを破り、皇位を継ぐ。
欠史八代 [編集]
詳細は「欠史八代」を参照
カムヌナカワミミは綏靖天皇となるが、綏靖天皇以下の8代の天皇の事跡は伝わっていない。
神話研究 [編集]
江戸時代までは官選の正史として記述された『日本書紀』の方が重要視され、『古事記』はあまり重視されていなかった。江戸中期以降、本居宣長の『古事記伝』など国学の発展によって、『日本書紀』よりも古く、かつ漢文だけでなく日本の言葉も混ぜて書かれた『古事記』の方が重視されるようになり、現在に至っている。
比較神話 [編集]
	
	この節に雑多な内容が羅列されているので、本文として組み入れるか整理・除去する必要があります。（2009年5月貼付）


日本神話の中には他の神話との関連性を指摘されているものが多く存在する。
· ギリシャ神話におけるオルフェウスの黄泉の国行きと伊弉諾尊の黄泉の国行き、デメテルと天照大神が隠れると草花が枯れるなど多くの類似点がみられるといわれている（→死と再生の神）。
· アポロンのカラスと八咫烏、中国の金烏は何れも太陽神の使い、元は白い、星図によっては烏座が3本足のものもあるなど類似性を指摘されている（3本足のカラスについては一説には太陽黒点の図形が起源ともいわれている）。
· アレキサンダー大王の説話と神武天皇の遠征と類似しているという説もある。
· イザナギとイザナミは兄妹であるが、人類の始祖たる男女が兄妹であったとする神話は南アジアからポリネシアにかけて広くみられる。
· イザナミは「最初の死人」となり「死の国を支配する神」となったが、「最初の死人」が「死の国を支配する神」となる話は古代エジプトのオシリスやインドのヤマなどにみられる。
· イザナギが黄泉の国から帰ってきたときに筑紫の日向にておこなった禊のときに左目を洗うとアマテラス（太陽）が、右目を洗うとツキヨミ（月）が誕生したという話の類似例としては、中国神話において創造神たる盤古の死体のうち左目が太陽に、右目が月に化生したとされる話が見られる。
· 因幡の白兎が海を渡るのにサメを騙して利用する話があるが、動物が違えど似た内容の昔話が南方の島にある。
Кухня Японії

日本料理（にほんりょうり・にっぽんりょうり）とは、特に日本でなじみの深い食材を用い、日本の国土、風土の中で独自に発達した料理をいう。日本食、和食とも言われ、生食、素材の味を重視する薄口の味付け、そして繊細な盛り付けの三点がおおまかな特徴とされている。なお、オムライス、ハヤシライス等のいわゆる「洋食」は日本で独自の発達を遂げた料理であるが、通常、和食とは呼ばない。海外では寿司および刺身、蕎麦、天ぷらなどがよく知られる。
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漫画化
漫画化（まんがか）とは、映画、小説、ドラマ、アニメ、ゲームなど、漫画以外の表現手法やメディアで既に作成・発表された作品を、漫画の手法で表現しなおして発表する事。
コミック化、コミカライズとも称されることがある。なお、「コミカライズ（comicalize）」が"comic"+"-al"+"-ize"という組み合わせで成立することを考えると、この単語が「漫画化」という言葉の英訳として正しくなく、日本で作られた造語・和製英語である。
概要 [編集]
漫画化された作品に対し、その元となった他メディア作品は原作と称し、元作品の作者・発売メーカー（ブランド）は原作者として扱われる。ただし、このケースにおいて原作者となる者は、いわゆる漫画業界における専業的な漫画原作者としては扱われない。これは、原作作品自体は漫画作品とする事を主目的として作成されたものではないためである。
逆に、原作となったアニメーションやゲームに対して企画の初期段階から漫画家が関与しており、発表した作品がその漫画家の構想・プロットに基づいたものや、漫画家が過去の作品で発表している世界観などに基づいたスピンオフ的な要素を持つ作品の場合には、手順としては実質的に漫画化であっても、作品関与の度合いと契約内容次第ではあるがしばしばその漫画家に原著作権が付与される事がある。この場合、漫画作品はアニメやゲームの原作という位置付けで扱われ、漫画化の範疇には含まず、クレジットでも漫画家側が優先され、アニメの制作委員会やゲームメーカーは「企画」「協力」などの形でクレジットされる。
企業のメディアミックス展開においてはノベライズと同様、近年はそれ以上によく使われる手法であり、対象原作の絶大な宣伝効果をもたらす。時にはアニメ・ゲームなど他媒体でのさらなるメディアミックス展開に向けたファン層の動向調査などの役割を担う事もある。
他方、ライトノベルやアダルトゲームなどを原作とする漫画化作品などでは、原作の挿絵・原画を担当するイラストレーターと漫画化担当の人物が別人である事はごく一般的である。しかし、原作側の担当者の人気がカリスマ化 している場合などに、原作イラストレーターと漫画化担当者の画風の違いを許容できない、あるいは理解できない原作ファンや、さらにいえば原作の挿絵イラス トレーターや原画担当者などのクリエイター個人に対する熱狂的な信奉者が現れる事も少なからず見られる。特にアダルトゲームについては、一見すればメー カーブランドの開発スタッフによる集団制作ではあるが、実際には原画・シナリオな ど特定のクリエイターの能力への依存度が極めて高く、ブランドの人気と特定クリエイターの個人的な人気が時に同義のものとなる業界体質がある。この様な人 気の高いクリエイター個人に対して、「信者」などと形容される程の熱狂的な信奉者が多数つく事も珍しいものではなく、この様な者たちが主にインターネット上で漫画化作品やその作画担当者に対して大々的なバッシングを繰り広げる光景が見られる事もある。この結果として、一部には不当と言える程に低い評価に貶められてしまう漫画化作品も見られる。近年の例としては、『涼宮ハルヒの憂鬱』（原作：谷川流、漫画：ツガノガク(もしくは、みずのまこと)、キャラクター原案：いとうのいぢ[1]）などがある。
このような事態を避けるためか、原作のイラストレーターが漫画化作品を手がけることも稀に見られるが、多くの場合、漫画としてのコマ割り、セリフ回 しなどに稚拙な面があり、結果として高評価の獲得に成功することは少ない。このような経緯を経て、最近ではシナリオ・絵コンテをそれぞれプロの漫画原作 者・漫画家が担当し、最終的な漫画作品としての「絵」を原作挿絵のイラストレーターが作画して制作するという分業型手法の作品が登場するようになってい る。例えば、『紅』（原作：片山憲太郎、シナリオ：子安秀明、コンテ：降矢大輔、作画：山本ヤマト）などが該当する。
有名な漫画家が漫画化を担当することは少ないが、原作が有名な作品である場合にはそれなりに有名な作家が漫画化を担当することもあり、『屍鬼』の藤崎竜、『精霊の守り人』の藤原カムイ、『遠野物語』の水木しげるなどが該当する。また、横山光輝の「三国志」、池田理代子の「女帝エカテリーナ」など、歴史物を中心に有名な小説や戯曲を題材にして漫画を描く場合があり、この場合は有名な作家が執筆することも多い。
また、レディースコミック分野では既存推理小説の漫画化が盛んに行われ、この分野で十分な実績を残している漫画家が手掛ける事も多い。
アニメ化（アニメか）とは、小説・漫画・ゲームなどがアニメーションとして制作されることが決まった時に言う言葉。また、そのアニメが制作された時に使う言葉。
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概要 [編集]
· アニメ化している作品は漫画系が多い。
· 漫画・小説が原作の場合、販売促進を狙い原作がまだ完結していないうちにテレビアニメ化されることが多い。
· 初めから原作とは違う視点で再構成することが目的でアニメ化されるということもある。
· ドラマCD化した後にアニメ化したという作品では、担当声優がドラマCD版とアニメ版とでは異なっていることが多い。
· アニメ制作会社オリジナルの作品の場合は制作決定ということとなり、アニメ化とは普通言わない。また、漫画家などが制作スタッフの一員となってアイデアを練り、テレビアニメ番組と同時進行的に漫画などの連載が展開されるメディアミックス作品の場合も「原作のアニメ化」とは普通言わない。
アニメ化の問題点 [編集]
· 原作者は関わらないで制作されることが多いため（稀に原作者がシリーズ構成、作画監修などといった仕事に大きく関わることもあるが）、必ずしも原作者の思惑通りの作品に制作されるとは限らない。逆に原作者の思惑に反した作品となるケースもある。
· 完全オリジナル作品のアニメの場合、作品としての評価がゼロからスタートするため失敗する危険性が高いが、原作付きのアニメであると一定の評価を 得られており、失敗してもDVDが売れない・視聴率を稼げないなどの危険性が低いというアニメ製作（制作）側の事情がある。そのため、ヒットしそうな原作 を選んで、アニメのスタッフ側が自分勝手にアニメ化してしまうケースもある。この傾向は主に原作が美少女ゲーム・アダルトゲーム系統によく見られる。
· 原作読者からの評価と、原作を通してではなくアニメーション作品で初めて作品に接したアニメファンからの評価が大きく食い違うことも少なくない。
アニメ化（特にテレビアニメ化）の際に行われやすいアレンジ [編集]
· 放送期間（時間）に合わせた原作の内容の省略、または引き延ばし。
· オリジナルキャラクターやオリジナルエピソードの追加。制作スケジュール調整のための総集編の挿入。 

· これらは連載中にアニメ化したものが、原作のストーリーを追い越しそうになった場合によく行われる。
· テレビ局の表現規制に合わせた問題表現の削除、露出が多いわいせつな服のデザイン変更。 

· テレビは視聴者が不特定多数になるので、出版社より表現規制が厳しいことが多いため。
· 絵を動かしやすくするためのデザインの簡略化。ただし近年はデジタル技術の向上により、原作に近いデザインのまま動かすことが可能になってきている。
· Музика Японії

日本音楽は、いつ頃からどのような姿で始まり日本人の中に根を下ろしていったのか。
伝承されず消滅していった音楽や様式が多く、記録だけに名前を留めるものも多い。
古代では外来音楽として日本に入り、奈良・平安時代に貴族社会に定着していった雅楽が代表的古典音楽だ。
中世では当時の武家社会の姿を留めながら現代に伝えられた能（古くは猿楽能）があり、近世に入ると江戸時代を代表する音楽となった浄瑠璃にスポットがあたる。
日本の音楽を、これら各時代の代表的音楽を中心に歴史的な流れににそって概説していこう。 
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	日本の古代においては、記紀歌謡というものが記録の上だけでは あるが残されている。それらのほとんどは宮廷に伝承された歌曲で、歌曲名を伴っているものもあり大歌と呼ばれたが、それらがどのような旋律で謡われたかと いうことは判っていない。ただ、そうした宮廷伝来の歌謡が、古事記・日本書紀の中の旧辞（上古の諸事）と言われる物語的部分の芯になったということは付け 加えておこう。古事記編纂の最初の計画がなされた天武天皇の頃には、これらの歌謡の大部分は、宮廷に既に伝承されていたのであろう。 

外来音楽の輸入
日本の歴史を眺めると、様々な面で継体・欽明のヤマト政権あたりから、日本が独立国家らしい姿を見せてくる。中国と の交渉や、朝鮮半島との密接な関係が目立ってくる。音楽の面でも、外来音楽が輸入されるようになったのはこの頃からだ。最初は朝鮮の音楽が渡来し、ついで 中国の音楽が伝来した。それぞれ、新羅楽、高麗楽・百済楽・唐楽と呼ばれた。名高いのは、推古天皇の時代（7世紀）に百済から帰化した味麻之によって伝え られた伎楽である。8世紀の半ばに入ると、印度のバラモン僧によって林邑楽と仏教の声明が伝えられた。林邑楽というのは、今のヴェトナム南部地方の音楽で ある。平安時代初期には中国から渤海楽が伝来している。
	こ れらの音楽は鎌倉時代に至って滅亡した伎楽を除いて、宮廷を中心に雅楽のかたちで伝承されてきた。雅楽の主体は管絃と打楽器による器楽合奏で、それに舞が 伴った。これを舞を主体とするときには舞楽という。舞楽は、左方・右方の二種に分けられ、唐楽・林邑楽などを左方、三韓楽や渤海楽などは右方と称し、楽器 編成や楽曲の形式も異なっている。平安時代に入ると、管絃合奏の規模を縮小し、外来の音楽に模した『平安朝の新作の歌曲』が作られるようになった。記録に よるとそれらは北庭楽・承和楽・胡蝶・長慶子などと呼ばれ、いずれも左方に属した。雅楽はさらに日本固有の古楽である神楽・東遊・風俗・催馬楽なども含ん でいる。神楽というのは、この場合宮中の御神楽をさし、東遊は、元来東国の風俗歌であったものが宮中に取り入れられたものである。風俗は言うまでもなく地 方民謡としての存在であった。催馬楽もやはり民謡を源流にしたで、宮廷で歌われるようになって洗練されたものであった。これらは純歌曲で、雅楽の管絃によ る伴奏が付けられて、朗詠と共に雅楽のなかに数えられている。 
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	声明
声明は仏教音楽の一種で、奈良時代から平安初期にかけて中国から伝来した。 経文に旋律を付けて唱えるもので、サンスクリット（古代インドの言葉）を用いる梵讃（ぼんさん）、漢語を用いる漢讃（かんさん）、日本語を用いる和讃（わ さん）の三通りがあって、その目的は諸仏讃嘆と祈願である。 

主流となったのは最澄・空海によってもたらされた密教系の天台声明、真言声明の両派である。 この声明が平曲や謡曲に大きな影響を与えていることは、専門家の解説を待つまでもなく、声明と平曲、あるいは声明と謡曲をとを聴き較べてみれば、その影響 は歴然としている。したがって平曲や謡曲から多くの遺産を受け継いでいる浄瑠璃は、当然のこととして声明の間接的影響を強く受けていると言える。 

今様
平安時代中期になると、宮廷人の間にそれまで流行していた催馬楽・朗詠といった歌曲が次第にすたれて、今様という歌曲が起り、 平安末期に大流行した。今様というのは当世風という意味で、その発生には声明が深く関係している。和讃が短縮されて法文歌となり、形が七五調四句に落ち着 いたと言われる。最初は庶民の間から起こり、遊女や白拍子の中に今様の名手が多く生れた。平安末期には、宮廷貴族のあいだでも好んで歌われた。楽曲として の今様は鎌倉時代に入ると絶えてしまうが、その姿を雅楽「越天楽」の唱歌（しょうが）にわずかに留めている。 
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	平曲
天台声明からでた盲僧琵琶が、鎌倉時代の初めに成立した平曲（へいきょく）の起源になったと言われる。琵琶という楽器は、古代 から雅楽で用いられており、これを楽琵琶という。盲僧琵琶と楽琵琶は構造が若干異る。盲僧というのは盲人で僧形となっている者だが、仏門に入ったわけでな く、寺社に所属する賎民としての扱いを受けていた。そうした僧形の盲人たちが平家滅亡の記憶も消えやらぬ頃、平家物語の詞章を琵琶に合わせて語り諸国を流 浪して歩いたのである。 平曲の詞章は平家物語であり、その作者といわれるのは信濃前司行長である。徒然草（第244段）が伝える逸話によれば、行長は御鳥羽院の御代 （1182～1184）に七徳の舞のうち二つを忘れたので『五徳の冠者』と異名をつけられ、情けないと思い遁世した。慈鎮和尚が面倒をみるうちに行長は平 家物語を書きあげ、生仏（しょうぶつ）という盲僧が作曲して語ったのが平曲の始まりという。これは雅楽の衰退と新興の音楽の発生を物語る暗示に富んだ逸話 である。平曲は江戸時代の末期までは盲人組織の当道座が幕府の庇護を受けていたため保たれてきたが、明治に入り当道座が解体されるとともに衰退。
	今日では数人の伝承者によってわずかに絶滅を免れている。なお浄瑠璃・長唄などの中に「平家」あるいは「平家ガカリ」という旋律型があるが、これは平曲の曲節を模倣したものである。 
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猿楽能と能
中世におこった芸能として名高いものは、田楽能と猿楽能である。田楽は、田植行事としての田舞に、中国伝来の曲芸的芸能の散楽の要素が加わって田楽が形成 されたといわれている。田楽法師といった職業芸能家の手によって形を整えられ、公家や高級武士の慰みとして喜ばれたのである。これが田楽能である。北条高 時や足利尊氏などが田楽能に力を入れたことはよく知られている。しかし楽劇としては幼稚なままにとどまり、ついに猿楽能にとって代わられた。 猿楽能は、現在の能楽の別名と考えてよい。猿楽というのは滑稽な物真似芸をさす言葉で、平安時代から、滑稽な物真似あるいは俄茶番のたぐいを『さるがふ 事』と言っていた。 
	そうした猿楽の中に、白拍子の舞や曲舞、または今様といった芸能を取り入れて、猿楽能にまで発展させ たのは、大和・近江・丹波・摂津などに座をもつ猿楽者たちであった。鎌倉時代後期から室町時代初頭に至る間だとされている。こうして猿楽能は優れた楽劇と して大成された。その代表的人物が大和猿楽の観世座から出た世阿弥である。
猿 楽能の地位をゆるぎないものにした背景に将軍足利義満の援助がある。足利将軍の庇護の下に、その内容を完璧に磨き上げた猿楽能は、近世には徳川幕府の施政 下において、幕府の式楽と定められた。今日、観世･宝生・今春・金剛・喜多の五流に別れるが、金剛流から出て家康に認められた一流を立てた喜多を除いて は、他の四流はいずれも古い歴史を持ち、大和猿楽を直接の源流としている。声楽的な面を言えば、能楽は語り物と謡い物とが融合した楽曲ということができ る。そして前述のように声明の影響を多分に受け、さらに曲舞の旋律や、田楽や風流などの囃子の影響も強く受けている。 

[image: image14.jpg]







[image: image15.png]



[image: image16.jpg]



律令国家の儀式音楽として声明とともに中心的な役割を担った。宮廷を中心に行われた音楽だが、大寺・大社の祭礼の儀式でも演奏された。成立や用途の系統か ら「アジア大陸系舞楽」、「平安朝の新作の歌曲」、「神道系の祭礼用歌舞」がある。今日まで伝承されている雅楽の主体は管絃と打楽器による器楽合奏で、そ れに舞が伴ったものとなっている。舞楽は雅楽の中で最も規模が大きく、狭義の雅楽はこれを意味する。これらは全て現在は宮内庁式部職楽部で取りあつかわれ ている。 
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	舞 楽は左方の舞と右方の舞に分類されるが、舞の性質により、ごく普通の一般人の舞、武人の舞、子供の舞といったふうにさらに細かく分けることもできる。 左方の舞は唐楽と呼び、中国もしくはインド起源の楽曲と、この様式に準じた国内作品を含む。赤が衣装の基調をなす色彩で、舞人は左方から入場する。舞は三 つの打楽器と三つのリード楽器で伴奏される。舞楽の場合、太鼓ではなく大太鼓がつかわれることもしばしばある。大太鼓とは、漆を塗った曲線の台に吊り下 がった、直径180センチほどの太鼓である。

	右方の舞は高麗楽と呼び、朝鮮起源の 楽曲と朝鮮的な様式による日本の作品から成る。衣装の基本色彩は緑で、舞人は右方から入場する。音楽面においては、笙は用いず、羯鼓は三の鼓(朝鮮起源で 羯鼓より少し大きい)に換え、横笛でなく高麗笛(横笛より小さく六孔である)を使う。
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雅楽の中では最も世間に知られた曲である。唐楽の小曲であるが舞をもたない。唐から伝えられた時は平調(ヒョウチョウ)であったが、11世紀の終り頃、盤渉調(バンシキチョウ)に移調され、後にまた黄鐘調(オウシキチョウ)に移調されたので、現在では三通りに演奏される。
この越天楽に歌を当てて唱うものを｢越天楽今様｣という。この｢越天楽今様｣の俗化したものが民謡の黒田節である。なお、この演奏形式で三回繰り返し演奏 する間、一回目は全員で演奏するが、二回目からは打楽器が休止し、筝の奏者以外の各楽器も、その主奏者だけの演奏となるが、二回目からの演奏途中に笙が吹 奏をやめ、続いて笛もやめる。三回目からは筝の奏者と琵琶・篳篥の主奏者だけが残り、篳篥がとぎれとぎれに吹奏して、曲の終りには筝の主奏者が｢弾止之 手｣を奏して終る。
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宮内庁式部職楽部
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相撲や歌舞伎などの興行の最終日を千秋楽というので、馴染み深い曲名である。風俗所領の王監物頼吉が後三条天皇の大嘗会のとき、勅によって作ったといわれ る。相撲、法要の最終日に演奏されるので『千秋楽』と呼ばれるといい、また中国の皇帝の誕生日（千秋楽節）に用いたことに由来するともいゆう。小曲で舞い はない。
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宮内庁式部職楽部
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	■

	木管楽器

	・
	フルート

	・
	クラリネット

	・
	サキソフォン
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	■

	金管楽器

	・
	トランペット

	・
	トロンボーン
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	・
	ヴァイオリン

	・
	チェロ
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	・
	エレキギター

	・
	エレキベース

	・
	アンプ/エフェクター
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	・
	クラシックギター

	・
	フォークギター
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	・
	ドラム
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	・
	ピアノ

	・
	電子ピアノ

	・
	エレクトーン

	・
	ポータブルキーボード
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	■

	楽器

	・
	オカリナ

	・
	ハーモニカ

	・
	ウクレレ

	・
	リコーダー/鍵盤ハーモニカ
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	■

	楽器関連商品

	・
	メトロノーム/チューナー

	・
	譜面台


	


7. Прикладне мистецтво

日本の伝統的な遊び
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　日本には、中世の時代から現代に至るまで子どもたちによって楽しまれている伝統的な遊びが沢山あります。時代の移り変わりの中で、昔ほどには、楽 しむ機会がなくなったものもありますが、今でも、子どもたちが夢中になる遊びもあります。 それらはよくお正月の遊びとして親しまれています。
　まず挙げられるのが、めんこです。めんこは丸や長方形のボール紙で作ったカードです。
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　遊び方は、地面に並べた相手のめんこに自分のめんこをたたきつけて、相手のめんこが裏返しになれば勝ち、というものです。主に男の子たちが遊ぶこ とが多い玩具です。めんこは日本で18世紀に作られ、表面にはその時々に子どもたちの間で流行したヒーローや、漫画などの絵が描かれています。
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　日本ではその他にも音の出る唐（とう）ごま（うなりごま）、よく回ることで知られる博多ごまなど様々なこまがつくり出されました。
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　その他に男の子の遊びとして、こまやたこが挙げられます。こまは手で回したり、ひもなどを使って回して遊びます。こまは1,000年ほど前に中国 から日本に伝えられました。江戸時代になると、ベーゴマというこまが登場しました。ベーゴマは、木や鉄で作った小さなこまですが、ひもを使って回し、その 回る勢いで、相手のベーゴマを枠の外へはじきだす遊びです。
　たこは、世界中で愛されている遊びですが、今でも日本では正月に男の子にとても人気のある遊びです。
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　日本のたこは、平安時代に中国から伝えられたもので、江戸時代に大流行しました。形もさまざまで、六角形や正方形のもののほかに、やっこだこ、角 だこなど、伝統的な絵柄が描かれ、見た目にも美しいものがあります。やっこだこは、商人に人気があったたこで、腕をのばしてこっけいな表情の人の顔が描か れています。変わったものでは、10メートル四方の大きさを誇る巨大なたこもあります。以前は、村落同士などで大だこをあげたり、たこ同士を闘わせてどち らが先に相手のたこ糸を切るかを競うことも行われました。
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　女の子たちの正月の遊びにはねつきがあります。木の実の種に鳥の羽根をつけたはねを、はごいたと呼ばれる長方形の木の板で打ち合う遊びです。
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　この遊びは、500年以上前から続いています。時代の移り変わりと共に、はごいたの柄には、着物の娘や歌舞伎役者の姿を凹凸（おうとつ）をつけて 描いた飾り等が使われました。今では遊びの中の羽子板もさることながら、装飾としての羽子板にも人気があり、高いものでは10万円を超えるものもありま す。
　かるたは、現在でも日本の子どもたちに人気のある遊びです。かるたはトランプに似たカードですが、数字のかわりに絵や文字、短歌などが書いてあり、数十枚で一組になっています。
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　例えば、子どもに人気のある、いろはかるたは、読み手のカードにはことわざが書いてあり、遊ぶ側には最初の文字とそのことわざを表す絵が描かれて います。読み手がカードに書かれている文章を読み上げると、遊び手はそれに合うカードを探して取ります。最後に一番多くのカードを集めた人が勝ちとなりま す。いろはかるたは江戸時代に作られたもので、そこには日常生活の中で使われている教訓やことわざが書かれていることから、ことに人気がありました。
8. Живопис

日本画
移動: ナビゲーション, 検索
日本画（にほんが）は、絵画のジャンルのひとつで、日本独特のもの。明治時代に日本に導入された油絵を「洋画」と呼ぶのに対して、油彩に依らず、それまでの日本の伝統的な技法や様式の上に育てられた絵画を指す。狭義には明治以降のものであるが、それ以前のものにも拡張して呼ぶことがある。その場合、中国や朝鮮半島[要出典]に由来しながらも主題や様式において日本的特徴を持つものを意味するのか、あるいは油彩技法が到来する以前に日本で制作された図画一般まで指すのか、定義があいまいなまま使われることも多い。
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日本画の誕生 

奈良時代から平安時代にかけて、中国や朝鮮半島などから渡来した技法や様式、あるいはそれに倣い日本で描かれた図画が「唐絵」と呼ばれた。これに対して日本的な主題を描くものが産まれ、「大和絵」と呼ばれた。
その後「漢画」に対する「和画」や、「唐画」に対する「和画」などと、呼び方やその区分は時代によって異るが、海外から新しく流入した画風に対し、旧来のものを日本の伝統的なものと考えるパターンは繰り返されていた。
「日本画」は明治初期にヨーロッパからもたらされた油彩画すなわち西洋画（または「洋画」）に対して、それまでの日本にあった図画に対して用いられた用語である。
明治初期の1876年、明治政府は西洋画法を学ぶためイタリアからアントニオ・フォンタネージを招き、工部美術学校を創立した。浅井忠らがその第1期生であった。
その2年後の1878年にフォンタネージは帰国。いっぽうアメリカ合衆国からアーネスト・フェノロサが来日し、東京帝国大学で哲学などを教えた。
フェノロサが日本の美術に強い関心を示し、評価したことは有名である。
フェノロサが1882年に龍池会で行った講演『美術真説』で使った Japanese painting の翻訳が「日本画」という言葉の初出である。
この講演でフェノロサは次のような点を日本画の特徴として挙げ、優れたところと評価している。
1. 写真のような写実を追わない。
2. 陰影が無い。
3. 鉤勒（こうろく、輪郭線）がある。
4. 色調が濃厚でない。
5. 表現が簡潔である。
フェノロサの通訳を勤めており助手であった岡倉覚三（のちの天心）らはこれに大きく力づけられ、1889年に東京美術学校（後の東京藝術大学）を開くと、西洋画の教育を排し、絵画としては橋本雅邦らを教師として日本画科をのみ設けた。第1期生には横山大観らがいる。
西洋画を教えていた工部美術学校は、これに先立ち1883年に閉鎖されている。
岡倉は1890年には東京美術学校の校長にもなるが、1898年に職を追われ、横山らと日本美術院を作った。 岡倉らが東京美術学校、日本美術院で育てようとした日本画は旧来の技法や様式を守るだけのものではなく、西洋画から採り入れるものを採り、それと対抗できるような日本の絵画であった。
橋本雅邦は兄弟子狩野芳崖とともに狩野派の出身でありながら、独自の画風を拓こうとした画家であったし、横山も新しい技法を開発している。
フェノロサが最初に使った「日本画」という言葉は、西洋から渡来した油彩画に対して、それまでに日本にあった図画全般を単に指すものではなく、中国 や朝鮮半島に由来しながらも、日本の中で熟成、独自に発展した様式について言っているものであろう。しかし、これに発して岡倉らが育てて現在に至る日本画 はそれとも異り、洋画の対抗勢力としてその後に発達したものである。その意味では日本画は明治以降のものであり、明治の横山大観が日本画家であっても、江戸時代の狩野永徳は日本画家ではない。
日本画の誕生は、明治政府の欧化政策のもとでの西洋文化の急速な流入に対する国粋主義的な危機感と、当時のアメリカ合衆国でヨーロッパ由来の文化との対抗軸を模索していたフェノロサとの出会いと共感が造り出したものかもしれない。英国から独立を果たし、南北戦争を経て安定したアメリカ合衆国では、1876年にボストン美術館が設立された。フェノロサは1890年に帰国後その初代日本部長となり、岡倉はその後を引き継いで1910年、ボストン美術館中国・日本美術部長となる。
日本における洋画と日本画はその後、互いに影響を与えながらも対抗的に併存、発展してきた。しかし今日では、主題や様式において、その境界を定めることは難しく、違いは画材にしか求められない状況とも言える。
日本画教育 

日本の、芸術系学科以外の高等学校までの美術教育では日本画を教えることはまずない。画材が高価であること、専門の教員の確保が難しいことも理由のひとつであろう。もっとも、油彩画も義務教育では教えられていない。 代わりに比較的容易な水彩を教えるのが一般的である。また美大の日本画科の入学試験は水彩絵具による着彩、または、まれに鉛筆によるデッサンのみで行われる。 モチーフとなるものは、人物（女性）もしくは静物が多い。
制作方法
日本画の制作には様々な種類の岩絵具を主として若干の有機色料を併せ用いる[1]。胡粉などの顔料、膠、硯、墨、絹本、和紙、刷毛、付立筆や彩色筆等の筆、陶磁器の筆洗（ひっせん）などが必要である。アラビアゴムによる水性絵具よりも溶解しない性質があり、何度も絵具を薄く重ねて制作することが可能であるという特徴を持つ。近年では、油彩画の影響を受け、絵具を厚く塗り重ねた表現や抽象的描画など、いわゆる伝統的な技法にとらわれない表現技法もみられる。
伝統的な方法 

絵具は、膠水で溶いて使う。岩絵具のなかで緑青は青一番から青三番くらいまで、紺青、群青のようなその他これに類する粗さの、俗に砂絵具というほど のものは、ほとんど膠水だけで溶かし、深皿に絵具よりも多い膠水を入れ、羊毛のようなやわらかい筆で絵具をすくうようにして画面に塗る。きわめて粗い岩も のならば一粒一粒を画面にならべてゆく。乾くのを待って色調の出るまで何回でも重ね塗りをする。岩絵具は、2回目ははじいてうまくつかないことが多いが、 そのような場合は溶いた絵具にハッカ油かゴマ油を一滴落とすという手法が存在するが、熟練の技術を要する。岩絵具で群青の薄群、白群、緑青の白一番から白 緑までの粉状のものは、皿の絵具に膠水をまぜて、中指で十分磨り、何回か水を少量加えて適当な粘稠度にして使う。どのような色であっても、一度に濃い色を 塗るとまだらになって、画面を汚すから、うすめて二度三度と塗り重ねてようにする。土絵具その他は、この方法で溶いて使用する。胡粉は、溶き方が不用意で あると、塗ってから剥落したり、鮮やかな色沢を出すことなどできなかったりする。水飛が十分に細密な胡粉であれば、最上か一番胡粉で丁寧な錬磨をすれば心 配ない。たくさん使う時は、乳鉢で胡粉をよくすり、まずごく少量の膠液を加えよくすり、また膠液を入れてすり、と、これを三、四回くりかえせば、胡粉と膠 液がよく融和し粘りが出てもう乳棒が動かないほどになる。これに水をすこしずつ加え、適当な濃さにする。またこれを別の皿に少し移し、水を加え溶きゆる め、淡く塗る。また胡粉は、団子にして保存し、使用時に溶かしてつかう方法もある。膠液は、膠4gにたいして水30ccくらいで煮沸し、よく溶けるのを待 ち、用布で濾す。水絵具は、膠液をいれず皿ですり、指ですって水を滴下してうすめてつかう。藍は、膠液を数滴、皿に注ぎ、これを磨り、火でかわかし、水に 滴して指で溶く。洋紅は、膠液少量を皿にいれ洋紅を磨り、水をくわえる。代赭は、膠液を皿にそそぎ、磨り、火であぶってかわかし、水をすこしずつ加えて指 で溶く。藤黄は、水を数滴皿にそそぎ、すれば鮮黄色になるが、使用時に膠液をくわえればなおよい、臙脂は、綿にひたしてあるから、綿を使用分切り取り、皿 に入れ、熱湯を少し加え、あぶら分の無い杉箸などで強く搾れば、濃赤色の液汁が出る。これを用紙か用布で濾し、滓を取り去り、湯煎にしかわかして使う。湯 煎前に酒を一滴たらすと色が乾燥せず、潤いを保つという。湯煎にした皿の絵具を使うのは、筆に水をふくませ、必要分だけを皿で溶き、この場合、膠を少量加 えることもある。臙脂は、浸透性が強く、塗り方は難しく、熟練した技術を要する。臙脂は胡粉（膠液で正式に溶いたものがよい）をごく少量加えれば、色沢を 失わない。
技法没骨法
· 箔
· 礬水引き（どうさびき）
· 具墨
· 鉄線
狩野派（かのうは）は、日本絵画史上最大の画派であり、室町時代中期（15世紀）から江戸時代末期（19世紀）まで、約400年にわたって活動し、常に画壇の中心にあった専門画家集団である。室町幕府の御用絵師となった狩野正信を始祖とし、その子孫は、室町幕府崩壊後は織田信長、豊臣秀吉、徳川将軍などに絵師として仕え、その時々の権力者と結び付いて常に画壇の中心を占め、内裏、城郭、大寺院などの障壁画から扇面などの小画面に至るまで、あらゆるジャンルの絵画を手掛ける職業画家集団として、日本美術界に多大な影響を及ぼした。
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狩野正信 

狩野派の祖は室町幕府の御用絵師として活動した狩野正信（1434? - 1530）である。彼は当時の日本人としては長寿を保ち（通説では97歳で没）、15世紀半ばから16世紀前半まで活動した。正信の出自は伊豆方面とされているが定かではない。20世紀後半以降の研究の進展により、狩野家は下野国足利（栃木県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B8%82" \o "足利市" 足利市）の足利長尾氏と何らかの関係があったものと推定されており、足利市の長林寺に残る墨画の『観瀑図』は正信の比較的初期の作品と考えられている。正信の画業として記録に残る最初の事例は、応仁の乱（1467 - 1477）の直前の寛正4年（1463年）、30歳の時に京都の雲頂院（相国寺塔頭）に観音と羅漢図の壁画を制作したというもので（『蔭涼軒日録』所載）、この時点で正信がすでに京都において画家として活動していたことがわかる。正信が壁画を描いた雲頂院の本寺である相国寺は室町幕府3代将軍足利義満創建の禅寺で、如拙、周文、雪舟らの画僧を輩出した室町画壇の中心的存在であり、この当時は周文の弟子にあたる画僧・宗湛（小 栗宗湛、1413 - 1481）が御用絵師として活動していた。狩野正信がいつ上京し、誰に師事し、いつ室町幕府の御用絵師となったか、正確なところは不明であるが、室町幕府 8代将軍・足利義政に重用されていたことは諸記録から明らかである。10年にわたった応仁の乱（1467 - 1477）終結の数年後の文明13年（1481年）、室町幕府の御用絵師であった宗湛が死去しており、狩野正信は、宗湛の跡を継いで幕府の御用絵師に任命されたものと思われる。これ以後は、宮廷の絵所預（えどころあずかり）の職にあった大和絵系の土佐光信と、漢画系の狩野正信の両者が画壇の二大勢力となった。
文明14年（1482年）、前将軍・足利義政は、東山殿（銀閣寺の前身）の造営を始め、正信がその障壁画を担当することとなった。延徳2年（1490年）の義政の没後、正信は当時政治の実権を握っていた細川氏に 仕えるようになる。正信はこのように、時の権力者との結び付きを深めつつ画壇での地位を固め、後の狩野派隆盛の基礎を築いた。記録によれば、正信は障壁 画、仏画を含め、多様な形式・題材の作品を手掛けたことが知られるが、障壁画はことごとく失われ、現存する確実な作品は掛軸などの小画面に限られている。 その画風は、同時代人の土佐光信の伝統的な大和絵風とは対照的に、水墨を基調とし、中国宋・元の画法を元にした「漢画」であった。正信は97歳の長寿を 保ったが、晩年の約30年間の事績は明らかでなく、嫡男の元信に画業を継がせて引退生活を送っていた模様である。
狩野元信 

狩野派隆盛の基盤を築いた、2代目・狩野元信（1476 - 1559）は正信の嫡男で、文明8年（1476年）に生まれた。現存する代表作は大徳寺大仙院方丈の障壁画（方丈は永正10年（1513年）に完成）、天文12年（1543年）の妙心寺霊雲院障壁画などである（大仙院障壁画については、方丈竣工時の作品ではなく、やや後の年代の作とする見方が有力である）。大仙院方丈障壁画は相阿弥、元信と弟・之信が 部屋ごとに制作を分担しており、元信が担当したのは「檀那の間」の『四季花鳥図』と、「衣鉢の間」の『禅宗祖師図』などであった。このうち、『禅宗祖師 図』は典型的な水墨画であるが、『四季花鳥図』は水墨を基調としつつ、草花や鳥の部分にのみ濃彩を用いて新しい感覚を示している。元信は時の権力者であっ た足利将軍や細川家との結び付きを強め、多くの門弟を抱えて、画家集団としての狩野派の基盤を確かなものにした。武家だけでなく、公家、寺社などからの注 文にも応え、寺社関係では、大坂にあった石山本願寺の障壁画を元信が手掛けたことが記録から分かっているが、これは現存しない。
元信は晩年には「越前守」を名乗り、また「法眼（ほうげん）」という僧位を与えられたことから、後世には「古法眼」「越前法眼」などと称されてい る。作品のレパートリーは幅広く、障壁画のほか、寺社の縁起絵巻、絵馬、大和絵風の金屏風、肖像画なども手掛けている。元信は父正信の得意とした漢画、水墨画に大和絵の画法を取り入れ、襖、屏風などの装飾的な大画面を得意とし、狩野派様式の基礎を築いた。また、書道の楷書、行書、草書にならって、絵画における「真体、行体、草体」という画体の概念を確立し、近世障壁画の祖とも言われている
江戸時代前期 



狩野興以筆　花鳥図　ホノルル美術館
狩野永徳は父の松栄（直信）に先立って48歳で没した。その後を継いだのは永徳の長男・狩野光信（1565? - 1608）と次男・狩野孝信（1571 - 1618）である。光信は、園城寺勧学院客殿障壁画などを残し、永徳とは対照的な、大和絵風の繊細な画風を特色とした。こうした画風が制作当時の一般的な好みに合致しなかったためか、『本朝画史』などの近世の画論は一様に光信を低く評価している。
狩野家の頭領である光信が死去した時、その子の狩野貞信（1597 - 1623）はまだ12歳の若年であったので、光信の弟である孝信が狩野派を率いることとなった。封建制度の下では、光信の長男である貞信の家系が宗家とな るはずであったが、貞信が27歳で早世し後継ぎがなかったため、以後、幕末に至る狩野家の正系は孝信の子孫となっている。孝信には守信（探幽、1602 - 1674）、尚信（1607 - 1650）、安信（1613 - 1685）の3人の男子があり、この3人はそれぞれ鍛冶橋狩野家、木挽町（こびきちょう）狩野家、中橋狩野家（宗家）の祖となった。末弟の安信は前述の貞信の養子という扱いで狩野の宗家を継ぐことになったが、絵師として最も名高いのは探幽こと守信である。
守信は、後に出家して探幽斎と称し、画家としては狩野探幽の名で知られる。後に江戸に本拠を移し、江戸幕府の御用絵師として、画壇における狩野派の地位をますます不動のものとした。
探幽は幼少時より画才を発揮し、慶長17年（1612年）、11歳の時に駿府で徳川家康に対面、元和7年（1621年）には江戸鍛冶橋門外に屋敷を得て、以後江戸を拠点に活動し、城郭や大寺院などの障壁画を精力的に制作した。
探幽の作品のうち、江戸城と大坂城の障壁画は建物とともに消滅したが、名古屋城上 洛殿の障壁画（水墨）は第二次大戦時には建物から取り外して疎開させてあったため空襲をまぬがれて現存しており、他に二条城二の丸御殿や大徳寺方丈の障壁 画が現存する代表作である。これら大画面のほかにも、掛軸、絵巻、屏風などあらゆるジャンルの作品を残している。二条城二の丸御殿障壁画は25歳の若描き で、永徳風の豪壮な画風を示すが、後年の大徳寺の障壁画は水墨を主体とし、余白をたっぷりと取った穏やかな画風のものである。絵巻や屏風には大和絵風の作 品もある。
探幽は写生（スケッチ）や古画の模写を重視し、写生図集や模写画集を多数残している。「探幽縮図」と称される探幽筆の古画模写は多数現存しており、 各地の美術館や収集家が所蔵しているが、これらには今日では原画が失われてしまった古画の模写も多数含まれており、日本絵画史研究上、貴重な資料となって いる。
江戸時代中期以降 

江戸時代の狩野派は、狩野家の宗家を中心とした血族集団と、全国にいる多数の門人からなる巨大な画家集団であり、ピラミッド型の組織を形成していた。「奥絵師」と呼ばれる、もっとも格式の高い4家を筆頭に、それに次いで格式の高い「表絵師」が約15家あり、その下には公儀や寺社の画事ではなく、一般町人の需要に応える「町狩野」 が位置するというように、明確に格付けがされ、その影響力は日本全国に及んでいた。この時代の権力者は封建社会の安定継続を望み、江戸城のような公の場に 描かれる絵画は、新奇なものより伝統的な粉本に則って描かれたものが良しとされた。また、大量の障壁画制作をこなすには、弟子一門を率いて集団で制作する 必要があり、集団制作を容易にするためにも絵師個人の個性よりも粉本（絵手本）を学習することが重視された。こうした点から、狩野派の絵画は、個性や新味 に乏しいものになっていったことは否めない。
奥絵師は旗本と同格で、将軍への「お目見え」と帯刀が許されたというから、その格式の高さがうかがえる。奥絵師の4家とは探幽（狩野孝信の長男）の系統の鍛冶橋家、尚信（孝信の次男）の系統の木挽町家（当初は「竹川町家」）、安信（孝信の三男）の系統の中橋家、それに狩野岑信（みねのぶ、1662 - 1708）の系統の浜町家である（岑信は、狩野尚信の長男である狩野常信の次男）。探幽には初め実子がなかったため、刀剣金工家の後藤立乗の息子の洞雲（狩野益信、1625 - 1694）を養子とした。後に探幽が50歳を過ぎて生まれた実子である狩野探信守政（1653 - 1718）が跡を継ぐが、この系統からはその後見るべき画家は出なかった。探幽には多くの弟子がいたが、中では『夕顔棚納涼図』を残した久隅守景（くすみもりかげ、生没年未詳）が著名である。守景は何らかの事情で狩野派を破門になり、後には金沢方面で制作したが、経歴について不明な点が多い。
前述のとおり、狩野家の宗家は、探幽の弟・安信の中橋家が継ぐことになった。安信の子の狩野時信（1642 - 1678）は30代で没し、その子の狩野主信（うじのぶ、1675 - 1724）が家督を継ぐが、この系統からもその後目立った画人は出ていない。都会的な画風で人気を博した英一蝶（はなぶさいっちょう、1652 - 1724）は安信の弟子であった。奥絵師4家の中で、幕末まで比較的高名な画人を輩出したのは、尚信の系統の木挽町家である。この家系からは尚信の嫡男の狩野常信（1636 - 1713）、その子の狩野周信（ちかのぶ、1660 - 1728）と狩野岑信（みねのぶ、1662 - 1708）らが出ている。岑信は将軍・徳川家宣の寵愛を受け、後に「浜町家」として独立し、「奥絵師家」の1つに数えられるようになった。このほか、狩野興以（? - 1636）は狩野家の血族ではないが、探幽ら3兄弟の師匠筋にあたる人物で、その功績によって狩野姓を与えられ、後に紀州徳川家に仕えている。
一方、京都に残って活動を続けた「京狩野」という一派もあり、狩野永徳の弟子であった狩野山楽（1559 - 1635）がその中心人物である。山楽は豊臣秀吉の家臣であった近江の木村家の出で、元の名を木村光頼と言った。京都・大覚寺宸殿の障壁画『牡丹図』『紅白梅図』が代表作で、金地に色彩豊かで装飾的な画面を展開している。山楽の娘婿で養子の狩野山雪（1589/90 - 1651）は、妙心寺天球院障壁画のほか、屏風絵などの現存作がある。樹木、岩などの独特の形態、徹底した細部描写など、狩野派の絵師の中では異色の個性的な画風をもつ。山雪の残した画論を、子の狩野永納（1631 - 1697）がまとめたものが、日本人による本格的な絵画史としては最初のものとされる『本朝画史』である。
木挽町家からは、江戸時代後期に栄川院典信（えいせんいんみちのぶ、1730 - 1790）、養川院惟信（ようせんいんこれのぶ、1753 - 1808）、伊川院栄信（いせんいんながのぶ、1775 - 1828）、晴川院養信（せいせんいんおさのぶ、1786 - 1846）などが出ている。晴川院養信は、天保9年（1838年）と同15年（1844年） に相次いで焼失した江戸城の西の丸および本丸御殿の再建に際し、膨大な障壁画の制作を狩野派の棟梁として指揮した。障壁画そのものは現存しないが、膨大な 下絵が東京国立博物館に所蔵されている。晴川院は古画の模写や収集にも尽力した。一般に、江戸時代後期の狩野派絵師に対する評価はあまり高くないが、20 世紀後半以降の研究の進展により、晴川院は古典絵画から幕末の新しい絵画の動きまで熱心に研究した、高い技術をもった絵師であったことが認識されるように なり、再評価の動きがある。
晴川院の次代の勝川院雅信（しょうせんいんただのぶ、1823 - 1880）の門下には、明治初期の日本画壇の重鎮となった狩野芳崖（下関出身、1828 - 1888）と橋本雅邦（川越出身、1835 - 1908）がいた。芳崖と雅邦はともに地方の狩野派系絵師の家の出身であった。職業絵師集団としての狩野派は、パトロンであった江戸幕府の終焉とともにその歴史的役目を終えた。
琳派（りんぱ）とは、俵屋宗達、尾形光琳ら江戸時代に活躍し、同傾向の表現手法を用いる美術家・工芸家らを指す名称である。
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概略
· 俵屋宗達（江戸初期）
· 尾形光琳（1658年 - 1716年）
· 酒井抱一（1761年 - 1828年）　江戸琳派とも。
光琳が宗達を、抱一が光琳をそれぞれ私淑し、影響を受けている。狩野派や円山・四条派といった他の江戸時代の流派は、模写を通じて直接師から画技を学んだのに対し、琳派では時間や場所、身分が遠く離れた人々によって受け継がれたのは、他に類を見ない特色である[1]。同じような主題や図様、独特の技法を意識的に選択・踏襲することで流派のアイデンティティを保持する一方で、絵師独自の発見と解釈が加わり再構成されることで、単なるコピーやエピゴーネンではない新たな芸術を生み出した[2]。
呼称 

かつては尾形光琳・乾山とその作風を継承した酒井抱一らを一つのグループとみなし「光琳派」と呼んだり、その先駆者と考えられる俵屋宗達・本阿弥光悦らを含めて「宗達光琳派」と呼んでいた。現在は「琳派」という呼称が一般的である。
特色 

背景に金銀箔を用いたり、大胆な構図、型紙のパターンを用いた繰り返し、たらしこみの技法などに特色が見られる。題材は花木・草花多いが、物語絵を中心とする人物画や鳥獣、山水、風月に若干の仏画を扱った作品もある。
浮世絵
浮世絵（うきよえ）は、江戸時代に成立した絵画のジャンルである。演劇、古典文学、和歌、風俗、地域の伝説と奇談、肖像、静物、風景、文明開化、皇室、宗教など多彩な題材がある。「浮世」という言葉には「現代風」という意味もあり、当代の風俗を描く風俗画である。大和絵の流れを汲み、総合的絵画様式としての文化的背景を保つ一方で、人々の日常の生活や風物などを多く描いている。
現在一般に浮世絵といえば、専ら多色刷りの木版画（錦絵）を想起される場合が多いが、昔は絵画、木版画、二つの混合技法、そして巻物の肉筆浮世絵なども含まれる。
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概要 

浮世絵には版画、絵画と肉筆画のものがある。絵画と肉筆画は一点ものであり、名のある絵師によるものは高価であった。これに対して、木版画は版画であるために、同じ絵柄のものを多く刷り上げることができ安価で、江戸時代の一般大衆もたやすく求められた。また有力者や大名などのコレクションが、現代の有数のコレクションに引き継がれているという見方もある。
浮世絵版画は大衆文化の一部であり、手に取って眺め愛玩された。現代の美術展等のように額に入れて遠目に眺めるものではなかった。しかし、現在は手にとって眺めるほかに、額に入れて美術館や家庭などに飾られることが多くなった。草双紙や絵巻物、また瓦版（新聞）の挿絵の役割も果たした。絵暦と呼ばれるカレンダーの制作も行われ、絵の中に数字を隠すなど様々な工夫を凝らしたものが作られた。江戸から国元への土産にも、その美しさと嵩の低さが喜ばれた。玩具絵のように切り抜いて遊ぶものもある。
はっきりした図柄と大胆な構図、影の表現を持たないこと等が表現上の特徴である。遠近法も取り入れられた。遠景の人物を逆に大きく描く北斎の『釣の名人』のように、意図的に遠近をずらされたものもある。
もともと浮世絵は、浮世を描いた絵、風俗画として登場している。
浮世絵師には狩野派、土佐派出身の絵師が数多く見られる。これは当時、狩野派から破門された絵師が数多く転向したためであり、そのため室町時代から桃山時代の風俗画の影響が見受けられる。
初期
明暦の大火から宝暦の頃。初期の浮世絵は肉筆画と木版の単色刷り（墨摺絵）が主である。墨摺絵に赤い顔料で着色した丹絵（たんえ）、紅絵（べにえ）、さらに紅絵に緑色など二、三色加えた紅摺絵（べにずりえ）が登場する。錦絵登場の直前、輪郭線すらも墨を用いず「露草」の青としたみずえ（みずえ）と呼ばれる、極端に彩度の低い多色刷りも生まれている。
中期
明和2年から文化3年頃。鮮やかな多色刷りの東錦絵（吾妻錦絵）が編み出され、浮世絵文化が開花する。下絵師、彫師、刷師の分業体制が整っていく。
後期
文化4年から安政5年ごろ。美人画、役者絵、武者絵のほか、旅行ブームに伴い名所絵（風景画）が発達。
終期
安政6年から明治45年ごろ。幕末から明治にかけて、横浜絵、開化絵、錦絵新聞など、西洋の事物や日本の世情紹介に浮世絵が大きな役割を果たす。戦乱を反映した無残絵、戦争絵も歓迎されたが、やがて浮世絵は、新聞、写真など他のメディアに押されて衰退していく。絵師は挿絵画家や日本画家に転じ、浮世絵の伝統は他のジャンルへと受け継がれていった。
初期 [編集]

明暦の大火ごろから宝暦の頃までをさす。初期の浮世絵は肉筆画と木版の単色刷り（墨摺絵）が主である。
17世紀半ば以降、木版画の原図を描く者を版下絵師といい、その中で絵本や浮世草子に挿絵を描いた菱川師宣が登場する。また、代表作として有名な『見返り美人図』は肉筆画である。
西鶴の『好色一代男』（1682年刊）には、12本骨の扇子に浮世絵が描かれていたとあり、これが浮世絵という言葉の確認出来る最古の文献である。
鳥居清信の時代になると墨摺絵に筆で着色したものが現れる。これらは主に赤い顔料を使い着色され、丹を使ったものを丹絵（たんえ）、紅を使ったものを紅絵（べにえ）と呼んだ。さらに紅絵に色を二、三色加えたものを紅摺絵（べにずりえ）と呼ぶ。この当時から鳥居派は歌舞伎と強く結びつき、現代でも歌舞伎の看板を手がけている。
代表的な浮世絵師 [編集]

浮世絵師一覧
初期（延宝から宝暦）
菱川師宣、鳥居清信、鳥居清倍、鳥居清満、懐月堂安度、懐月堂安知、懐月堂度繁、宮川長春、西川祐信、奥村政信、奥村利信、西村重長、石川豊信、鳥居清広、月岡雪鼎、川又常行、川又常正、杉村治兵衛、鳥居清信、鳥居清信、2代鳥居清倍、奥村源六、万月堂、鳥居清忠、鳥居清重、鳥居清経、山本義信、広瀬重信、鳥居清里
中期（明和から文化）
鈴木春信、礒田湖龍斎、北尾重政、窪俊満、一筆斎文調、勝川春章、勝川春好、勝川春英、勝川春湖、歌川豊春、鳥居清長、勝川春潮、窪春満、北尾政演（山東京伝）、北尾政美、喜多川歌麿、烏文斎栄之、栄松斎長喜、烏高斎栄昌、一楽亭栄水、東洲斎写楽、歌川豊国、歌川国政、歌川豊広、鈴木春重、勝川春常、勝川春泉、勝川春山、北尾政演、喜多川雪麿、喜多川菊麿、闇牛斎員志、栄松斎長喜、歌舞伎堂艶鏡、鳥橋斎栄里、鳥園斎栄深、五郷、玉川舟調、鳥居清峰
後期（文化から安政）
葛飾北斎、昇亭北寿、柳々居辰斎、 葵岡（魚屋）北渓、葛飾応為、二代喜多川歌麿、菊川英山、渓斎英泉、鳥居清峰、歌川国安、歌川国虎、二代歌川豊国（歌川豊重）、三代歌川豊国（歌川国貞）、歌川国芳、歌川広重 (安藤広重),歌川豊広、歌川国政、勝川春扇、歌川国直、歌川国貞、勝川春亭、歌川貞虎、歌川貞景、歌川貞房、歌川房種、歌川芳虎、歌川重信、歌川重丸、歌川貞広
終期（幕末から明治）
橋本貞秀、二代歌川広重（歌川重宣）、歌川芳藤、落合芳幾、月岡芳年、河鍋暁斎、豊原国周、三代歌川広重、三代歌川国貞、歌川貞秀、二代目長谷川貞信
小林清親、井上安治、小倉柳村、楊洲(橋本)周延、小林永濯、尾形月耕、水野年方、山本昇雲、井上探景、歌川芳虎、歌川芳鶴、長谷川貞信
大正から昭和
恩地孝四郎、川瀬巴水、北野恒富、小早川清、弦屋光渓、橋口五葉、山本鼎、吉田博、山村耕花、伊藤深水
浮世絵の題材と種類 

美人画
女性を描いたもの。当時人気のあった店の看板娘、小野小町、八百屋お七、江戸百人美女など。化粧姿、入浴姿、遊女なども描かれた。
役者絵
市川団十郎など歌舞伎の人気役者や能などを描いたもの。ブロマイド的なものや、広告チラシの役割を持つものもある。
戯画
面白おかしく描いた絵。鳥羽絵を含む。こっけいな場面や、擬人化したものが登場する。風刺画的な要素もあるが、あくまでも娯楽性が強い。
鳥羽絵
手足の長い人物を描く戯画。鳥羽僧正から名前が来ている。初期の漫画をこのように呼ぶこともある。
漫画
絵手本。万の物を描いた画。現代の漫画とは違う。代表例が北斎漫画。
春画
性行為の場面や、性的なものを描くもの。性玩具のカタログや、性器の擬人化などがある。田舎では錦絵といえばこれを指すほどの主流。嫁入り道具にもなる。
名所絵
風景画。当時、自由に旅行できなかった民衆が、憧れの名所を知るためのもの。旅行のリーフレット的な役割も持つ。東海道五十三次、名所江戸百景、木曽街道六十九次など。
橋絵
橋を中心に描いた絵。眼鏡橋や萬代橋など。
武者絵
戦国武将の肖像から明智光秀の本能寺の変など戦記ものまで、伝記や伝説、歴史に登場する武者が描かれる。巴御前など女性武将も人気があった。伝奇ブームの後特に流行った。幕府の規制によって信長以降の武者は描けない。最後の将軍徳川慶喜、または徳川綱吉の御台所などは、明治時代に描かれた。
古典文学画
古事記、太平記、南総里見八犬伝、東海道中膝栗毛、三国志など。
御伽草子（昔物語絵）
浦島太郎、九尾の狐など。
楽器絵
三味線、琴、日本の胡弓演奏などの絵。
故事ことわざ絵
日本、中国などの故事ことわざの絵。二十四孝など。
和歌絵
奈良、平安時代の六歌仙などの和歌の絵。百人一首など。
歴史画
古代から明治維新まで。歴史の名場面を描く。維新後天皇家の正当性を高めるために歴代の天皇を描いたものなどがある。
徳川画
参勤交代、士農工商の絵、大奥の情景、桜田門外の変などの絵。
英雄伝画
斉藤道三、菅原道真など。
文明開化絵
国会議事堂、国立銀行、当時の人力車、自転車、車、駅舎や機関車の鉄道の絵など。
郵便錦絵
明治時代の郵便局、郵便船、郵便駅など。
玩具絵
双六やメンコに貼り付けたり、人気の浮世絵のミニチュア版、紙の着せ替え人形、紙の組み立て建築、尽くし絵と呼ばれる、たくさん妖怪や、武者などを集めたものなどもある。子供の遊び道具として様々な趣向をこれされた。
見立絵
古典作品を江戸に置き換えた絵。パロディなども。
相撲絵
能見宿禰、雷電など力士の肖像や取組などの相撲を描いた絵。当時いた見世物力士のブロマイドなどもある。
張交絵
一枚の紙に色んな絵をいれたもの。
死絵
市川団十郎など有名な歌舞伎役者などが他界した際に出される絵。有名絵師のものもある。
子供絵
子供が鞠などで遊ぶ様子を描いた絵。
上方浮世絵
関西の絵。
長崎絵
長崎で見られる異国の文化を描いた絵。
横浜絵
横浜を舞台にした異国情緒あふれる絵。
異国人絵
亜米利加人、仏蘭西人、露西亜人、伊太利亜人、中国人などの絵。
鯰絵
安政の大地震後に登場した絵。鯰が地震を起こすという俗信から来ている。
疱瘡絵
天然痘を防ぐための護符。
団扇絵
うちわに張られる絵。
源氏絵
源氏物語五十四帖、源頼朝、源為朝や平安貴族、江戸に置き換えた見立絵、偽田舎源氏など。
宮廷絵画
明治、大正の皇室関係の絵。
宗教画
江戸、明治時代から特に信仰を集めた伊勢神宮、上野東照宮、日光東照宮、鶴岡八幡宮、太宰府天満宮、靖国神社、地域の神社や釈迦の絵など仏教関係の絵。
戦争画
源平合戦、戦国時代の川中島の戦い、城攻めの絵、西郷隆盛の西南戦争、榎本武揚の箱館戦争、日清戦争、日露戦争など。
囲碁浮世絵
囲碁、将棋の図柄をモチーフにした絵
朝鮮錦絵
古代から戦前まで。神功皇后や加藤清正など。月岡芳年など東京経済大学に主なコレクションがある。
中国画
古代中国、台湾の絵。
影絵
人物の影や影で他のものを表した絵。
だまし絵
猫や人の群像で顔などを表した。歌川国芳が有名。
忠孝絵
忠臣蔵、曽我物語などが多く作られた。安寿と厨子王など。
花見絵
桜、梅、菊、アヤメの花見絵。
静物画
鶴

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%80" \o "亀" 亀、野鳥、魚介類などの静物画。
風刺画
社会風刺の絵。百撰百笑など。
火消し絵
火消しの肖像、はしごのりや火事の絵。
お化け絵
四谷怪談などの絵。
風物絵
両国花火大会、ホタル狩りなどの絵。
稽古絵
茶道、生花、香道やマナーなどの絵。
伝統行事絵
羽子板、雛祭り、蹴鞠、七夕、節句など。
山海信仰絵
富士山、鳴門の渦潮、華厳の滝や磐梯山噴火など。
老舗絵
三越、三井、山本山など老舗の絵。
錦絵新聞
世相を映した新聞絵。
無残絵
血みどろ絵。
大津絵
大津地方の絵。
手仕事絵
養蚕、機織、刀鍛冶などの絵。
遊郭画
吉原の遊郭の遊女や館の絵。
豪傑絵
武蔵坊弁慶、石川五右衛門、熊谷直実、白井権八、左甚五郎、鄭成功や足柄山の金太郎など豪傑の絵。
謎絵
中世の風俗、習慣、物語などで、現代では判らない浮世絵は膨大にある。更なる研究が必要。
Театр Японії

日本の伝統芸能
日本の伝統芸能（にっぽんのでんとうげいのう）は、1990年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/4%E6%9C%887%E6%97%A5" \o "4月7日" 4月7日よりNHK教育テレビで放送している伝統芸能番組。2009年1月まではNHKワールドTVでも放送していたが、完全英語放送による大規模な番組改編により放送を打ち切った。 月替わりで、歌舞伎・能・狂言・文楽の楽しみ方を「○○入門」と題し放送する。なお、2か国語放送を行っており、副音声では英語により外国人に向けた放送を行っている（地上デジタル放送ではステレオ2音声形式。NHKワールドTVは逆に英語を主音声にして放送していた。）。


安政年間の市村座 



三代目歌川豊国 画『踊形容江戸繪榮』（おどり けいよう えどえの さかえ）大判錦絵三枚続物。安政五年 (1858) 七月江戸市村座上演の『暫』を描いたもの。
歌舞伎（かぶき）は、日本独特の演劇で、伝統芸能の一つである。重要無形文化財。
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語源 

歌舞伎の由来は、「傾く」（かたむく）の古語にあたる「傾く」（かぶく）の連用形を名詞化した「かぶき」だといわれている。戦国時代末期から江戸時代初頭にかけて京や江戸で流行した、派手な衣装や一風変った異形を好んだり、常軌を逸脱した行動に走ることをさした語で、特にそうした者たちのことを「かぶき者」とも言った。
そうした「かぶき者」の斬新な動きや派手な装いを取り入れた独特な「かぶき踊り」で、慶長年間に京・江戸で一世を風靡したのが出雲阿国である。その後阿国を模倣したさまざまな踊りが世に出たが、その多くが「かぶき踊り」の範疇で受け取られた。これが今日に連なる伝統芸能「かぶき」の語源となっている。
この「かぶき」に「歌い舞う芸妓」の意から「歌舞妓」と当て字したのはその後のことだった。 寛永年間に遊女歌舞伎が禁止されると、芸妓に連なる「妓」の字にかわって伎楽に連なる「伎」の字を用いた「歌舞伎」の表記が見られるようになるが、江戸時代を通じてこの「歌舞妓」と「歌舞伎」は混用されていた。これが現在のように「歌舞伎」に落ち着いたのは明治になってからのことである。
歴史 

江戸時代の歌舞伎 

慶長8年 (1603) に北野天満宮で興行を行い、京都で評判となった出雲阿国が歌舞伎の元祖といわれている。阿国は出雲大社の巫女であったとも河原者でもあったというが、定かではない。阿国はその時代の流行歌に合わせて、踊りを披露し、また、男装して当時のカブキ者のふるまいを取り入れて、当時最先端の演芸を生み出した。このころは能舞台などでおこなわれており、歌舞伎座の花道はここから来ていると考えられる。
阿国が評判になると多くの模倣者が現れ、遊女が演じる遊女歌舞伎（女歌舞伎）や、前髪を剃り落としていない少年の役者が演じる若衆歌舞伎がおこなわれていたが、風紀を乱すとの理由から前者は寛永6年 (1629) に禁止され、後者も売色の目的を兼ねる歌舞伎集団が横行したことなどから慶安5年 (1652) に禁止され、現代に連なる野郎歌舞伎となった。そのため、歌舞伎においては男性役も女性役も、すべて男優が演じる。それは江戸時代の文化の爛熟のなかで洗練されて完成し、独特の美の世界を形成するに至っている。
歌舞伎は成立の過程から歌舞伎踊りと歌舞伎劇に分けられるともいう。前者は若衆歌舞伎までを言い、流行の歌に合わせた踊り（若衆歌舞伎は曲芸なども見せていたといわれる）を指す。また、その後に創作された踊り主体の演目も含める場合もある（歌舞伎舞踊の項目も参照）。一方、後者は自然に現代に見られるような舞踊的 要素を備えた演劇となった。若衆歌舞伎が禁止される際に、幕府より「物真似狂言づくし」を義務付けられたこともその一因となった。つまり幕府は舞踊主体の 公演は売色などをともない、風紀上望ましくないと考えていたのである。演劇の内容は史実や物語、事件などを題材にして演じる芝居であり、歌舞伎狂言とも呼ばれる。引き幕によって時間を区切るという演出は物語に時の流れを自然に導入し、複雑な劇の展開を可能にした。また、客席を貫いて歌舞伎役者が登場・退場する花道によって他の演劇には見られないような二次元性（奥行き）を、またセリ（迫り）と宙乗りにより三次元性（高さ）を獲得し、高度な演劇へと進化した。
江戸時代中期までは、上方で創作された歌舞伎狂言の比重が大きい。それは上方が中心であった人形浄瑠璃から書き換えられた演目の数からもわかる。その後、文化文政時代に四代目鶴屋南北が江戸で多くの作品を創作している。また、江戸時代末期から明治時代初期にかけて、二代目河竹新七（黙阿弥）が多数の作品を創作している。江戸時代後半から、上方と比較して、江戸の文化的発信地としての地位が向上したことがうかがえる。
このような歌舞伎狂言は、江戸時代には単に芝居と呼ばれた。
明治以降の歌舞伎 [編集]
明治になっても相変わらず歌舞伎の人気は高かったが、海外の演劇事情を知った知識人などからは、その内容が文明国にふさわしくないのではないかという声も上がるようになった。歌舞伎では物語の背景や人物設定が決して簡単明瞭なものではなく、また内容も仇討ち・お家騒動・心中立などといった「前近代的」なもの（と当時は認識された）が多く、しかも盗賊・侠客・悪家老などを讃美するものあり、筋書きも荒唐無稽、そしてそれを宙乗りや早替わりなどといったケレン（外連）の演出で補うなどというのは、（彼らが信じる西洋式の）演劇の本来あるべきかたちをないがしろにするものではないか、といった批判が噴出したのである。
たしかに歌舞伎はある程度の基礎知識がないと物語の背景や人物設定が分かりにくいところがある。「見取り狂言」仕立ての興行で発達した歌舞伎では、 複数の演目から人気の場や幕をのみを拾って見せるのが通常である。また仮に「通し狂言」を上演したとしても、そもそも歌舞伎には一日のうちに時代物と世話物、荒事と和事、狂言と舞踊といった相対する分野をくまなく網羅するというきまりごとがあるため、例えば江戸の遊郭の遊女たちが羨望する粋でいなせな美男の助六が実は姿を変えて父の仇討ちの機会を待つ武士の曾我五郎（鎌倉時代に実在した人物）だったりする必然性があった。こうした歌舞伎を愛する者にとってはあたりまえな設定も、洋行帰りの知識人にとっては奇妙奇天烈な展開にしか見えなかった。そしてそもそも作者と役者の双方が演出家の役割を兼ね、さらに「お家芸」という口伝がものをいう歌舞伎は、脚本家・演出家・俳優の役割が明確に分担されている西洋演劇を見慣れた者たちには混沌と混乱にしか見えなかった。文明開化を謳歌する明治という時代は、こうした者たちの意見が問答無用で通った時代だった。
このような批判を受けて、演劇改良運動と呼ばれる歌舞伎様式の改良運動が起こった。これは明治政府の文明国の上流、中流階級が観劇するにふさわしい演劇の成立を目指す目論見ともかさなり、政治家を巻き込んだ運動となった。この運動のひとつの成果として、現在につながる歌舞伎座の開場がある。また新派と呼ばれる、日本の新しい演劇形式が成立したこともこの時代に特筆すべきことといえる。
このような運動の中で創作された歌舞伎演目は、最初、河竹黙阿弥らの旧来の作者や福地桜痴ら文化人によって、歴史的事実をありのままに演じる活歴物や、西洋風の新しい風俗を描いた散切物などが創られたが成功しなかった。その後、俳優の芸よりも脚本を主体とした新歌舞伎と呼ばれる多くの作品が昭和の戦前にかけて生まれた。しかし歌舞伎愛好家の支持を得られず、今日でも上演される作品はあまり多くない。
また、明治の名優九代目市川團十郎と五代目尾上菊五郎が古典の型を整備。大正には二代目市川左團次が埋もれていた古典の復活を行い、上方では初代中村鴈治郎が和事の芸を大成するなど従来の作品の見なおしも行われた。昭和には六代目尾上菊五郎・初代中村吉右衛門、十五代目市村羽左衛門、二代目實川延若、三代目中村梅玉など多くの名優が活躍し今日の歌舞伎に大きな影響を与えた。その一方では、従前からの梨園の封建的なあり方に疑問を呈するかたちで二代目市川猿之助の春秋座結成に始まり、ついに歌舞伎界の封建制的な部分に反発して昭和6年 (1931) には四代目河原崎長十郎、三代目中村翫右衛門、六代目河原崎國太郎らによる前進座が設立される。
太平洋戦争の激化にともない劇場の閉鎖や上演演目の制限など規制が行われ歌舞伎の興行も困難になり、戦災による物的・人的な被害も多かった。
終戦後、今度は日本の民主化に逆行するとの理由でGHQによる規制が始まる。だが、マッカーサーの副官で親日家バワーズの尽力により歌舞伎は保護され、昭和22年 (1947) 11月、東京劇場で東西役者総出演による『仮名手本忠臣蔵』の通し興行が行われた。
1950年代、人々の生活に余裕が生まれ娯楽も多様化しはじめた。プロ野球やレジャー産業の人気上昇、映画やテレビ放送の発達が見られるようにな り、歌舞伎が従来のように娯楽の中心ではなくなってきた。そして歌舞伎役者の映画界入り、関西歌舞伎の不振、小芝居が姿を消すなど歌舞伎の社会にも変動の 時代が始まった。
そのような社会の変動の中、昭和38（1962)年の十一代目市川團十郎襲名から、歌舞伎は人気を回復する。役者も團十郎のほか、六代目中村歌右衛門、二代目尾上松緑、二代目中村鴈治郎、十七代目中村勘三郎、七代目尾上梅幸、八代目松本幸四郎、十三代目片岡仁左衛門、十七代目市村羽左衛門などの人材が活躍。国内の興行も盛んとなり欧米諸国での海外公演も行われる。
戦後の全盛期をむかえた1960～1970年代には次々と新しい動きがおこる。特に明治以降、軽視されがちだった歌舞伎本来の様式が重要だという認識が広がった。昭和40年（1965年）に歌舞伎が重要無形文化財に総合指定され（対象は伝統歌舞伎保存会）、国立劇場が開場し、復活狂言の通し上演などの興行が成功する。その後大阪には映画館を改装した大阪松竹座、福岡には博多座が開場し歌舞伎の興行はさらに充実さを増す。さらに、三代目市川猿之助は復活狂言を精力的に上演し、その中では一時は蔑まれたケレンの要素が復活された。猿之助はさらに演劇形式としての歌舞伎を模索し、スーパー歌舞伎というより大胆な演出を強調した歌舞伎を創り出した。また近年では、十八代目中村勘三郎によるコクーン歌舞伎、平成中村座の公演、四代目坂田藤十郎などによる関西歌舞伎の復興などが目を引くようになった。また歌舞伎の演出にも蜷川幸雄や野田秀樹といった現代劇の演出家が迎えられるなど、新しいかたちの歌舞伎を模索する動きが盛んになっている
現代の歌舞伎公演は、劇場設備などをとっても、江戸時代のそれと全く同じではない。その中で長い伝統を持つ歌舞伎の演劇様式を核に据えながら、現代 的な演劇として上演していく試みが続いている。このような公演活動を通じて、歌舞伎は現代に生きる伝統芸能としての評価を得るに至っている。
なお歌舞伎は無形文化遺産保護条約に基づく「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」に掲載されており、2009年9月に予定される登録で世界無形遺産に指定されることが事実上確定している。歌舞伎狂言 [編集]
明治28年（1895年）11月、東京歌舞伎座上演の『暫』（中央で見栄を切るのは九代目市川團十郎の鎌倉権五郎）
現在に伝わる江戸時代に創作された歌舞伎狂言の演目は、大きく分けて人形浄瑠璃（文楽）の演目を書き換えたものと、歌舞伎狂言として創作されたものがある。人形浄瑠璃の演目を書き換えたものは丸本物と呼ばれる
内容としては、江戸時代より前の時代に起きた史実を下敷きとした時代物と、その当時の世相を描写した世話物に分けられる。また、世界と 呼ばれる約束事があり、演目の背景となっている物語の基本的な大枠が決まっていた。例えば「太平記の世界」、「平家物語の世界」、「義経記の世界」、「曾 我物の世界」、「隅田川物の世界」などがあり、登場人物やその関係などは初めて見物する観客にとってもよく知っているなかで、観客は戯作者がどのように物 語を展開させるかを楽しむようになった。
江戸時代の歌舞伎は日の出から日没まで上演した。これは当時の芝居小屋では天窓から照明の明かりをとらざるを得なかったため（歌舞伎の夜間上演が行われるようになったのは明治初年になってガス灯が 使われるようになってからのことである）。朝方から夕刻までやっている歌舞伎は江戸っ子にとって一日がかりの娯楽であり、そのためもあって当時書かれた演 目には概ね長大なものが多い。歌舞伎は必然的に、一日のなかで時代物を好む客も世話物を好む客も、どんな客をも楽しませような形態に進化していった。歌舞 伎ではひとつの演目であっても時代物と世話物が幕間をはさんで交互に現れるといった、複雑な物語の展開をみせるものが少なくないのはこのためである。しか し江戸時代も後期になるとこのようにひとつの演目を通しで上演すること（通し狂言）は稀となり、一日のなかで人気演目の人気場面をつなぎ合わせて上演すること（見取り狂言）が一般化した。これが今日にも連なる歌舞伎独特の上演形態となっている。
歌舞伎音楽 [編集]
歌舞伎には、多彩な音楽が用いられる。これは「歌舞伎」が本来、最初から劇として作られた演目、人形浄瑠璃を原作とした演目、さらには舞踊といったさまざまの種類の舞台を総称したものであり、各分野に適応した音楽が存在するためである。大きく分けて歌物である長唄と語り物である浄瑠璃がある。
長唄
歌舞伎の伴奏音楽として発達した音楽。舞踊劇や舞踊で演奏される（例：『勧進帳』『連獅子』など）ことが多いが、歌舞伎劇中に演奏される例（『吉田屋』など）もある。また劇中音楽を担当し、黒御簾（くろみす）と呼ばれる舞台下手脇の専用の場所で伴奏音楽や効果音を演奏する。これを黒御簾音楽もしくは下座音楽という。効果音では、太鼓を使った水辺を表す音や鉦による寺院の鐘の音など、楽器を使ってさまざまな効果を表す。
義太夫節
人形浄瑠璃は、義太夫節（浄瑠璃の一種）の演奏に合わせて劇が進行する構成であり、歌舞伎でも人形浄瑠璃から移入した演目（『義経千本桜』『仮名手本忠臣蔵』など）は同様に義太夫節が演奏される。人形浄瑠璃では登場人物の台詞と状況説明を全て義太夫節の太夫（語り手）が行うが、歌舞伎での台詞は基本的に役者が担当し、太夫は状況の説明のみを語ることになる。このため、歌舞伎における義太夫節を「竹本」（チョボ）といって区別することがある。義太夫狂言での義太夫節は主に舞台上手に専用の舞台（「床」という）で演奏する。
常磐津節・清元節
共に浄瑠璃の一つ。大阪で発展した義太夫節に対し、これらは江戸で発展したもので江戸浄瑠璃と呼ばれる。重厚な義太夫節に比べ軽妙洒脱な芸風が特徴で、清元節は更に繊細な持ち味を備える。舞踊劇や舞踊で演奏される。ぞれぞれ、常磐津節・清元節を参照。（常磐津節『関の扉』『戻駕』、清元節『落人』『保名』など）
その他
上記の他、大薩摩節、河東節、新内節などが使われる演目がある。江戸浄瑠璃の一つ富本節は江戸時代に盛んに用いられたが、近代以降衰退し現在では演奏されることは無い。
黒御簾や床以外での演奏は出囃子または出語りといい、舞台に置かれた台に座って演奏される。常磐津や清元は基本的にこの形になる。また、各流派の演奏は単独で行われる他、一つの演目で違う流派が順番に演奏を担当する演目（『京鹿子娘道成寺』…義太夫節の後長唄）や、合奏をすることもある。舞踊劇『紅葉狩』では常磐津節、長唄、義太夫節が合奏しこれを三方掛合いという。また、長唄や浄瑠璃各流派は、歌舞伎公演のほか日本舞踊の伴奏や単独での演奏会も行われており、単立の芸術としての側面もある。
外題と通称 [編集]
歌舞伎の演目の題名のことを外題（げだい）という。「芸題」（げいだい）が詰まって「げだい」になったとする説もあるが、古代から中世にかけては絵巻物の外側に書かれた短い本題を「外題」、内側に書かれた詳題を「内題」といっており、これが起源だとする説もある。
外題はもともと上方歌舞伎の表現で、江戸歌舞伎では名題（なだい）といっていた。こちらにも「内題」（ないだい）が詰まって「なだい」になったとする説があり、上方の「外題」と江戸の「名題」で対になることが、絵巻物起源説の根拠となっている。
外題には縁起を担いで伝統的に「割れない」奇数の字数が好まれる。このため『義経』や『四谷怪談』のようにどうやっても割れてしまう字数には、あえて「千本櫻」や「東海道」などの奇数の字を付け足して『東海道四谷怪談』や『義経千本櫻』などいった長い外題とした。しかも作者や興行主は当て字や当て読みを駆使して粋を競ったので、外題には凝った漢字五文字か七文字のものに長大な読みを無理に付けたものが多く、今日のわれわれから見ると字面だけでは何と読めば良いのか分らないようなものある。このため五文字以上の外題がついた演目には、より親しみやすい通称がついていることも多い。
· 『都鳥廓白波』（みやこどり ながれの しらなみ） →『忍の惣太』（しのぶの そうた）
· 『大塔宮曦鎧』（おおとうのみや あさひの よろい） →『身替り音頭』（みがわり おんど）
· 『慙紅葉汗顔見勢』（はじ もみじ あせの かおみせ） →『伊達の十役』（だての じゅうやく）
· 『刈萱桑門筑紫𨏍』（かるかや どうしん つくしの いえづと） →『刈萱同心』（かるかや どうしん）
· 『青砥稿花紅彩画』（あおとぞうし はなの にしきえ） →『白浪五人男』（しらなみ ごにんおとこ）
· 『与話情浮名横櫛』（よはなさけ うきなの よこぐし） →『切られ与三』（きられ よさ）
· 『蘆屋道満大内鑑』（あしやどうまん おおうち かがみ） →『葛の葉』（くずのは）
また歌舞伎は通し狂言として上演されることが稀で、通常は各演目の中から人気のある場面（段・場・幕など）のみが単独で上演されるが、その場合、外題でも通称でもその場面本来の名称でもない、全く別の通称が用いられることがある。
· 『心中天網島』｢天満紙屋内」の段 →『時雨の炬燵』（しぐれの こたつ）
· 『国性爺合戦』二段目「獅子ヶ城楼門の場」→『楼門』（ろうもん）
· 『楼門五三桐』二段目返し「南禅寺山門の場」→『山門』（さんもん）
· 『平家女護島』二段目「鳥羽の作り道の場｣ ＋ 二段目切り「鬼界が島の場」→『俊寛』（しゅんかん）
· 『義経千本桜』四段目「道行初音旅の場」→『吉野山』（よしのやま）
· 『義経千本桜』四段目切り「河連法眼館の場」→『四ノ切』（しのきり）
なお返しとは明るいままで幕を引かずに場面が換わるところ、切りとは幕切れ前に舞台が盛り上がるところをいう。『義経千本桜』の四段目の切りは派手な演出で有名な人気の場面で、これが上演されることが特に多かったことから、ただ「四ノ切」と言えばこの場面を指すようになった。
歌舞伎に由来する語 [編集]
· 十八番（おはこ）
· 差金（さしがね）
蝶や鳥などを舞台上で表現する場合に、小道具で創り、後見（舞台上で補佐する役。黒衣のときもある）が長い棒にさして動かす。この小道具一式を差金と呼ぶ。また人形浄瑠璃でも人形を動かす部分に差金と呼ばれる部分がある。
· 黒子（くろこ）
· 黒幕（くろまく）
歌舞伎の黒幕は通常夜を表すために用いるが、人形浄瑠璃の黒幕は舞台を操る者をその陰に隠すために用いる。そこから歌舞伎でも、舞台裏から影響力を行使して舞台を操る興行主・金主（投資者）・芝居茶屋などのことを「黒幕」と呼ぶようになった。そもそも黒という色に悪の意味を絡ませるのは近代になってからの連想で、当時はむしろ御公議の「幕府」「幕閣」や大相撲の「幕内」などの語にみられるように、「幕」という語には「中に立ち入り難く、様子が見えにくい」という語感があった。ここから「外部の者には実情がよく分からない」という意味で、今日の「政界の黒幕」のような使われ方がされるようになったと考えられている。
· 二枚目・三枚目（にまいめ・さんまいめ）
一座を構成する配役の番付の上で、思慮分別をわきまえた貫禄のある役を勤める立役の看板役者を「一枚目」、美男で人気が高い若衆役を勤める役者を「二枚目」、面白おかしい役を勤める道外方を「三枚目」に掲げていたことが語源。現代でも日常的に用いられる言葉として残っている。
· 幕切れ・大詰め・大団円（まくぎれ・おおづめ・だいだんえん）
それぞれの場（幕）の終わりに引き幕が閉まることを幕切れ、通し狂言で最終幕にさしかかる頃の盛り上がりを大詰め、すべてが丸く収まりめでたしめ でたしとなることを大団円といった。現在でも「さしもの事件もあっけない幕切れとなった」、「ペナントレースも大詰めを迎えた今週」、「物語が大団円を迎 える」のように使用される。
伝統歌舞伎保存会 [編集]
社団法人伝統歌舞伎保存会は歌舞伎関係者のうち技能に優れたものを会員として構成されている団体。重要無形文化財の総合指定を受けている。2007年10月25日現在の会員数は162名。
劇団前進座 [編集]
→ 詳細は「前進座」を参照。
毎年五月の国立劇場公演を中心に、京都南座での初春公演、2月大阪国立文楽劇場公演、初春と秋の前進座劇場公演、秋の名古屋公演など都市部のみならず、地方での巡業公演も積極的に行っている。公演は歌舞伎のみならず、歴史劇、現代劇や子ども向けミュージカルなど多彩。
地芝居 [編集]
→ 詳細は「素人歌舞伎」を参照。
専門の演者による公演の他、地域住民が祭礼の奉納行事などとして江戸時代以来の伝統に則った芝居が日本各地で上演されている。これらを地芝居と呼び、歌舞伎と人形浄瑠璃のどちらかかが演じられる事が多い。歌舞伎では農村で行われる芝居（農村歌舞伎）や都市における曳山の上で芝居（曳山祭り）等がある。地芝居における演目の多くは専業の演者による公演と重なり、その影響が強く見られる。しかし中にはその地域独自の演目を備えるなど、個性的な発展をみせている公演も存在する。
能（のう）は、鎌倉時代後期から室町時代初期に完成を見た、日本の舞台芸術の一種である「能楽」の一分野である。その起源は議論の分かれるところであり正確な事はわかっていない。現在の能は中国伝来の舞、日本古来の田楽、延年などといった様々な芸能や行事の影響を受けて成立したものであると考えられている。現在は日本における代表的な伝統芸能として遇され、歌舞伎に並んで国際的に高い知名度を誇る。重要無形文化財。
能（翁奉納 春日神社 (篠山市)）
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概要 [編集]


能舞台

舞台中央にいるのがシテ、一番手前で背を向けているのがワキ、その奥が地謡、シテの後に囃子方（向かって右から、笛、小鼓、大鼓、太鼓）、後見が座っている。
能は、俳優（「シテ」）の歌舞を中心に、伴奏である地謡（じうたい）や囃子（はやし）などを伴って構成された音楽劇・仮面劇である。舞と謡を担当し、実際に演技を行うのがシテ方、ワキ方および狂言方であり、伴奏音楽を担当するのが囃子方（笛方、小鼓方、大鼓方、太鼓方）である。
能は、シテ方が中心となって行われるため、ワキ方、囃子方、狂言方を総称して「三役」と呼ぶ。
現在能と夢幻能 [編集]
能をシテの役柄によって分類することは下記の上演形式の項目で述べるが、構成方法により「現在能」と「夢幻能」に二分することも多い。
現在能とは、現在進行しているように演じられるドラマのような能（劇能）である。例えば「安宅」は、歌舞伎の勧進帳の元になった曲であるが、シテ弁慶を中心に義経主従が奥州へ落ち延びようとしているところに、ワキ富樫（関守）がそれを疑い、弁慶の機転によって難関を脱出する様子を、時間の経過とともにストーリーが展開されていく。
これに対して夢幻能は「死者」 が中心となった能である。八世観世銕之丞は夢幻能の大きな特徴として「死者の世界からものを見る」という根本的な構造を指摘している。すなわち、多くの場 合、亡霊や神仙、鬼といった超自然的な存在が主役（シテ）であり、常に生身の人間である脇役（ワキ）が彼らの話を聞き出すという構造を持っているのであ る。これについて銕之丞は、観阿弥・世阿弥・金春禅竹らによって猿楽が集大成された室町期は戦乱の時代であり、死が人々にとって極めて身近なものであったことを、こうした構造の理由に挙げている。[1]
梅若猶彦もこのような死者による語りの構造を重視し、能はこのような構造を持つことで、能独自の美の世界の構築を可能としていると指摘している。梅若はその例として、「実盛」のシテである斉藤実盛の 亡霊がワキの夢の中に登場し、己の死に様を語りながら、己の生首を洗うという場面を挙げている。この場面ではシテ演じる実盛の亡霊には首が付いているので あるが、同時に実盛の亡霊は切り落とされた自分の生首を手に持っているのである。このような不条理な演出が可能となっている理由として梅若は、能が一般に 「ワキの夢の中でシテが夢を見ている」という難解な構造を持っていることを指摘し、「死者による語り」という夢幻能の基本構造が、こうした他に例を見ない 物語世界の構築を実現していると論じている。[2]
即興芸術としての能 [編集]
また玄人による能は、入念なリハーサルを行わない上に一度きりの公演であるという点も独特である。通常の演劇では事前にリハーサルを重ね、場合によってはゲネプロと いう形で全て本番と同じ舞台・衣装を用いるが、能では事前に出演者が勢揃いする「申し合わせ」は原則一回であり、しかも面や装束は使用しない。これについ て前出の八世観世銕之丞は、能は本来、全て即興で演じられるものであり、出演者同士がお互いのことを解りすぎていることは、能においてはデメリットになる と論じている。[3]
幽玄と妙 [編集]
能が表現する美的性質として広く知られた概念に「幽玄」がある。能を大成した世阿弥の著述においても「幽玄」が意味するところは必ずしも一定してい ないが、例えば『花鏡』においては、同時代（室町初期）の公家の挙措やたたずまいのように「ただ美しく柔和なる体」を「幽玄」としている。ただし、梅若猶 彦は世阿弥の能論における最も重要な美的概念が「幽玄」ではなく「妙」であることを指摘しており[4]、「幽玄」が能の美的側面における支配原理というわけではない。
「妙」については世阿弥もその出現の原理や内容を完全に説明しきれておらず、「形無き姿」「無心」といった比喩によって説明を試み、またこの美的性 質は子方の演技においても稀に感得されることがあると指摘している。梅若は「妙」と「幽玄」を比較し、「妙」はそれが現れた時には演技者と観客のいずれに も作用するものであるのに対し、「幽玄」はあくまでも演技者が観客に対して意図的に表現しようとする美的性質に留まると論じている。[5]
能の技法 [編集]
所作（型と舞） [編集]
能は型（演技等の様式、パターン）によって構成されている。所作、謡、囃子、全てに多様な型がある。 しかしここでいう型は、いわゆる舞や所作の構成要素としての型である。これらの型の成立の経緯についてははっきりしないが、梅若猶彦は型の出現を江戸期、 型が安定的に継承されるようになったのは昭和期ではないかと推測している。型が出現した理由として梅若は、身体動作に名前を付けることで学習が効率的にな るということを挙げている。また梅若は、現代の能においてはこれらの型が必要以上に重視され、一種の信仰の対象のようになっていることの弊害も指摘し、世 阿弥の著述からは型への信仰は窺えないこと、重要なのは役者が自分の内面と身体の関係を自由にコントロールできる能力を身に付けることであり、型の学習の みではそれは不可能なことを指摘している。[6]
型の基本は摺り足であるが、足裏を舞台面につけて踵をあげることなくすべるように歩む独特の運歩法で（特にこれをハコビと称する）、これを円滑に行うためには膝を曲げ腰を入れて重心を落とした体勢をとる必要がある。すなわちこれが「構え」である。また能は、歌舞伎やそこから発生した日本舞踏が 横長の舞台において正面の客に向って舞踏を見せることを前提とするのに対して、正方形の舞台の上で三方からの観客を意識しながら、円を描くようにして動く 点にも特徴がある。 能舞台は音がよく反響するように作られており、演者が足で舞台を踏む（足拍子）ことも重要な表現要素である。
以下に能の型の例を示す。
シカケ（サシコミ）
すっと立ち、扇を持った右手をやや高く正面にだす。
ヒラキ　
左足、右足、左足と三足（さんぞく）後退しながら、両腕を横に広げる。シカケとヒラキを連続させる型をシカケヒラキ（サシコミヒラキ）と呼ぶ。
左右（さゆう）
左手を掲げて左に一足ないし数足出た後、右手を掲げて右に一足ないし数足出る型。
サシ
右手の扇を横から上げて正面高くに掲げる型。
シオリ　
目の前に手を差し出す。泣くことを示す。
拍子（ひょうし）
いずれかの足を上げ、舞台を踏む。
留メ拍子（とめびょうし）　
一曲の終わりにはっきりと2回踏む。シテが踏むこともワキが踏むこともある。
これら種々の型の連続によって表現される能の所作のまとまりを舞と呼んでいいだろう。柳田国男の論を受けた渡辺保によれば、「踊り」が飛躍や跳躍を含む語であるのに対し、「舞」は「まわる」つまり円運動を意味する語である。 能の舞の特徴は、極端な摺り足と独特の身体の構え、そして円運動である。
能の舞はきわめて静的であるという印象が一般的だが、序破急と 呼ばれる緩急があり、ゆっくりと動き出して、徐々にテンポを早くし、ぴたっと止まるように演じられる。稀に激しい曲ではアクロバテックな演技（飛び返りや 仏倒れなど）もある。しかし止まっている場合でもじっと休んでいるわけでなく、いろいろな力がつりあったために静止しているだけにすぎず、身体に極度の緊 張を強いることで、内面から湧き上がる迫力や気合を表出させようとする特色も持っている。
能では一曲のクライマックスでの表現として、謡が中心となった「クセ」などでの舞や、囃子のみで舞われる「舞事」が演じられる。 「舞事」は以下のように分類される[7]。
それぞれ太鼓の入った「太鼓物」や、太鼓の無い「大小物」がある。（後述の囃子の項目も参照）
呂中干（りょちゅうかん）の舞
定型の譜（呂中干の譜）を繰り返しながら、途中で段落や変化をつけた曲で、いろいろな役柄が舞う。中テンポの「中之舞」や、ゆっくりとした「序之舞」、急テンポの「急之舞」などがある。
楽（がく）
中国を舞台とした曲で神仙役の者が舞う。楽人役のシテが舞うこともある（「鶴亀」「天鼓」など）。
神楽（かぐら）
脇能（シテが神仏の役を演じる曲）で舞われる。神がかりした女性役の舞。太鼓物。
舞ほど長くないが舞台を一巡する所作でシテの品位や勢威、内面心理を表現する囃子事もあり総称して「働事」と呼ばれている。
舞働（まいはたらき）
竜神などが勢威を示すための曲。太鼓物。
翔（かけり）
武人（修羅）や狂女が演じる曲。大小物。
謡 [編集]
詳細は「謡曲」を参照
能において謡をうたうのは大別するとシテ、ワキ、ツレなど劇中の登場人物と、「地謡（じ うたい）」と呼ばれる8名（が標準だが、2名以上10名程度まで）のバックコーラスの人々である。劇中の登場人物の謡はそのまま登場人物の科白となる。一 方、地謡は登場人物の心理描写や情景描写を担当しているが、場合によってはシテの感情を代弁してうたうこともあり、シテやワキと地謡が掛け合いをするケー スもある。
地謡は地謡座で前後二列になり、舞台を向いて座る。（翁のときだけは囃子方の後方に座ることになっている。）各々扇を持っており、謡う際にはそれを 構え、休みの際には下ろす。地謡は地頭（じがしら）と呼ばれる存在がコンサートマスターのような役割を果たしており、以前は一番左前に座していたが、全体 を統率するために後列中央に位置するようになった。また地謡は意図的に個々の者が声の高さを変えてうたうヘテロフォニーを用いている。
新作能を除くと謡に用いられている言葉は室町期の日本語である。 謡は節回しのある部分（フシ）と節回しのない部分（コトバ）とに分けることができる。節のある部分には拍子合と拍子不合がある。コトバは通常の科白、対話に相当し、候文体 で語られ、役を演じる者（シテ、ワキ、ツレ）だけが発声する。ただし注意を要するのは、たとえコトバであっても、現代人の感覚からすればかなり大げさな抑 揚がついており、しかもその抑揚が型として固定している点である。能におけるすべての言語表現には、いかにこれを発話・歌唱すべきかという楽譜（謡本）が あらかじめ用意されているが、細かい点は師伝により習得される。地謡はかならず節のある謡をうたう。また役を演じる者同士の対話であっても、ある点までコ トバのやりとりであったものが、片方の感情の高潮によって途中から節のついた謡へと切替わることが少なくない。
謡とは、八世観世銕之亟によれば「七五調を基本にした長い詩」である[8]。 七五調で書かれた１２文字を一行として、八拍子でうたわれる。ただし八拍子から外れたリズムで謡われる部分もある。「拍子合」（ひょうしあい）では、拍子 に当たる文字と拍子に当たらない拍子の間の文字が交互にくるために、八拍子には１６文字が入るわけであるが、標準的な七五調で２拍３文字で謡うのを平ノリ （ひらのり）、１拍２文字で謡うのを中ノリ（修羅ノリ）、１拍１文字で謡うのを大ノリと呼ぶ。八拍子から外れているリズムの謡は「拍子不合」（ひょうしあ わず）と呼ばれる[9]。拍子不合の謡では、節回しを大きくたっぷり謡い、節の無いところはすらすら謡う。また拍子不合であっても、謡と囃子は全く無関係ではなく、おおよその寸法や位、雰囲気などにおいて絶妙な関係を保っている。
能の発声法は、もちろん演者により様々な個性があるが、分厚い声を出すことや子音を長く謡おうとするところに特徴がある。「上の声と下の声を同時に 出す」といわれ、音階は上の声で表現するが、下の声で声の厚みや迫力、安定感を表現する。 謡は場面によって「弱吟」（よわぎん）と「強吟」（つよぎん）の2種類に分かれている。同じく八世観世銕之亟によると、「弱吟」は細かい音階をもつメロ ディアスな表現、「強吟」は音の迫力を強調した表現とされる。 「弱吟」と言っても弱く謡うわけでない。室町時代の能は弱吟のみで演奏されていたが、江戸時代になって音階が簡素化され、強吟の謡い方が考え出された。


囃子方

上手（向かって右より）から、笛、小鼓、大鼓、太鼓。
能の囃子（能楽囃子）に用いられる楽器は、笛（能管）、小鼓（こつづみ）、大鼓（おおつづみ、おおかわ、大皮とも称する）、太鼓（たいこ、締太鼓）の4種である。これを「四拍子」(しびょうし)という。雛祭りで飾られる五人囃子は、雅楽の 場合もあるが、能の場合の5人は、能舞台を見るときと同じで、左から「太鼓」「大鼓」「小鼓」「笛」「謡（扇を持っている）」である。小鼓、大鼓、太鼓は これを演奏する場合には掛け声をかけながら打つ。掛け声もまた重要な音楽的要素であり品位や気合の表現で、流派によってもいろいろであるが、「ヤ 声」（ヨーと聞こえる）は主に第１拍と第５拍を示すために使われ、それ以外の拍は「ハ声」（ホーと聞こえる）を用いる。「イヤ」は段落を取るときと掛け声 を強調するときに奇数拍で使われ、「ヨイ」は段落を取る直前の合図と掛け声を強調するときに主として第３拍で使われる。
一曲のうちには、「謡のみによって構成される場面」「謡と囃子がともに奏される場面」「囃子のみが奏される場面（登場人物が出てくるときの登場楽 や、上記の「舞」や「働」である）」の3つが複雑に入り組んでいる。概していえば囃子が謡とともに奏される場合には謡の伴奏的な役割をはたす。また現在で は能が始まる合図として、橋がかりの奥にある「鏡の間」で囃子方が音出しを行う「お調べ」が用いられている。
笛（能管）
能管は、竹製の横笛で、歌口（息を吹きこむ穴）と指穴（7つ）を持ち、表面を桜樺・漆で覆っている。同じ指押さえで吹き方を変える事により、低めの「呂の音」と、高めの「甲（かん）の音」を出す事が出来る。歌口と指穴の間の管の内にノドと呼ばれる細竹を嵌めこんであり、これによって龍笛・篠笛など他の横笛とは異色の、能楽独特の高音（「ヒシギ」）を容易に発することができる。またこのノドの存在により、能管は安定した調律を持たない。これもまた能管の大きな特徴となっている。
能管は「四拍子」のなかでは唯一の旋律楽器であるが、基本としては打楽器的な奏法を主としている。つまり拍子にあったところでアクセントをつける 吹き方をする。囃子のみによる舞（序之舞、中之舞など）の演奏の場合には拍子にあった旋律を吹くが、謡にあわせるときや登場楽の多くには拍子に合わないメロディーを吹く。これを謡につきあうという意味で「アシライ」という。
小鼓（こつづみ）
小鼓は、桜製の砂時計型の胴に、表裏2枚の革（馬革を鉄製の輪に張ってある）を置き、麻紐（「調緒（しらべお）」という）で締めあげた楽器である。左手で調緒を持ち、右肩にかついで右手で打ち、調緒のしぼり方、革を打つ位置、打ち方の強弱によって音階を出すことが出来るが、能では4種類の音（チ、タ、プ、ポ、という名前がつけられている）を打ちわける。演奏にはつねに適度な湿気が必要で、革に息をかけたり、裏革に張ってある調子紙（和紙の小片）を唾でぬらしたりして調節する。
大鼓（おおつづみ）
大鼓は、小鼓と区別するために大皮（おおかわ）とも呼ばれるが、材質、構造はほぼ小鼓に等しく、全体的にひとまわり大きい。左手で持って左膝に置 き、右手を横に差し出して強く打ちこむ。小鼓と違い左手で調緒の調節をしないために、音色の種類は、右手の打ち方によって分けている。右腕を大きく上げて 強く打つ音（チョン）、弱く打つ音（ツ）、抑える打ち方（ドン）。型ぶりに反して全体に小鼓より高く澄んだ音を出す[10]。
湿気を極度に嫌うので、革は演奏の前に炭火にかざして乾燥させる必要がある。太く長い調緒を使って張りつめた皮を素手で打つのは大変痛い（元来は素手で打つべきとの主張もある）ので、中指や薬指に「指皮」をはめ、掌（てのひら）に「当て皮」をつける。[11]本来大鼓は小鼓の連調から発展してきた楽器であるといわれ、初期には鼓方の若手が大鼓にまわって小鼓の伴奏をしたのではないかと考えられている[要出典]。そのため、大鼓の流儀は小鼓のそれから派生したもので、同流の小鼓が打ちやすいように手（譜）が考慮されている。
太鼓
太鼓は、いわゆる締太鼓のことで、構造は基本的に鼓とかわらない。革は牛革で、撥の当たる部分に補強用の鹿革を貼ることが多い。撥は2本で、太鼓を台に載せて床に置き（この台を左吉台という）、正座した体の前で打つ。音は響かせない小さな音（押さえる撥・ツクツク）と響かせる大きな音（小の撥、中の撥、大の撥、肩の撥・テンテン）の2種で、四拍子のリズムを主導する役割を担う。
太鼓が入るのは基本的に死者の霊や鬼畜の登場する怪異的な内容の曲のみで、そのほかの場合には笛と大小の鼓のみで演じる（この場合には大鼓がリズムの主導役を担う）。前者を「太鼓物（太鼓入りもの、四拍子もの）」、後者を「大小物」と呼んで区別する。
以上のほかに、舞台上でシテが鉦鼓（しょうこ）を鳴らす場合もある（『隅田川』『三井寺』）。多くは鐘の音や念仏の鉦鼓の音を表現するためだが、この場合もやみくもに打つのではなく、決まった譜がある。また新作能においては、これら囃子方以外の音楽家が背景音楽の演奏に加わることもある（「伽羅沙」でのキリスト教の賛美歌やパイプオルガンなど）[12]
能面
「のうめん」と読むが、面とだけ書けば「おもて」と読むのが普通。様々な種類がある。面をつけない直面（ひためん）物もある。能面参照。
装束 [編集]
今日では装束（しょうぞく）も様式化され、使用法が厳格に定められている。例えば色においても、白は高貴なもの、紅は若い女性を示す。また中世や近 世から能楽師の家に伝わる装束も多い。なお、装束が現在のように豪華なものとなったのは江戸期である。その背景には、江戸期における織物技術の発達、将軍 家をはじめとする為政者の潤沢な資金の流入がある。[13]
作リ物、小道具 [編集]
舞台に乗せる道具類で、予め作って保管しておくものを「小道具」、演能の度に作る物を「作リ物」と呼ぶ。作リ物は比較的大きな物が多く、舟、車、 塚、屋台等を表す。作リ物は極端なまでに簡略化され、例えば「舟」は竹ヒゴ製模型飛行機の主翼を大きくしたようなものに過ぎないが、能にはこれで十分であ る。大きな作リ物としては、『道成寺』の鐘がある。これは中でシテが装束を替えられるだけの大きさがある。これら作リ物類を製作するのも、現在ではシテ方 である。
職掌 [編集]
シテ方 [編集]
能の主人公は「シテ（為手、仕手）」と呼ばれる。多くの場合、シテが演じるのは神や亡霊、天狗、鬼など超自然的な存在であるが、生身の人間を演じることも無いわけではない（「安宅」における弁慶など）。シテが超自然的な存在を演じる曲を夢幻能、シテが現実の人間を演じる曲を現在能と呼ぶ。
シテを演じる為の訓練を専門的に積んでいる能楽師をシテ方と呼ぶ。シテ方が演じるのはシテの他、ツレ、トモである。また、一般に子方[14]はシテ方としての訓練を受けている最中の子供が演じる[15]。これら能の登場人物の他、地謡と後見[16]もシテ方の担当である。
シテにかかわりのある登場人物のうち、主だったものをツレ、物語の筋に深く関係を持たない端役的なものをトモ、トモのうち単に大人数を舞台に出すこ とを目的として登場する役を立衆（たちしゅう）と呼ぶ。このうちツレには『蝉丸（せみまる）』『大原御幸（おはらごこう）』のように、ごくまれにシテとほ ぼ同格と言える重要な役割を持つものがあり、このような能を「両ジテもの」と称する。ツレ以下が存在しない能もある。
ワキ方 [編集]
シテとともに能に不可欠な登場人物がワキである。ワキを演じる為の訓練を専門的に積んでいる能楽師をワキ方と呼ぶ。ワキはシテの思いを聞き出す役割 を担う。その為、ワキは僧侶役であることが非常に多い。また、その役割は上記のとおり一方的にシテの言うところを受けとめるものなので、舞台上で華々しい 活躍を見せることはめったにない。その役柄故、舞台上では座っていることが殆どなので、「ワキ僧は煙草盆でもほしげなり」という川柳も詠まれている。な お、ワキにつくツレを「ワキヅレ」という。多くの場合シテにおけるトモに近いものである。
ワキおよびワキヅレはワキ方が演ずる。ワキ方はシテ方との対比上、硬質で剛直な芸風を求められるとするのが一般的な説である。
ワキは本来「脇のシテ」の略であり、古くはシテ方ワキ方の別はなかったとされる[要出典]。一座の第二位の役者、もしくは第一位の役者（「太夫」と言う）の後見役にある役者がワキである[要出典]。中世期、ワキが地謡の統率者（地頭）を兼ねており、その影響で、江戸時代に入ってシテ方とワキ方が分離した時期においても地謡はワキ方が担当することが多かった[要出典]。時代が下るにつれてシテ方と交替し、あるいは過渡期的に「地謡方」という専門の役職ができたりして変遷をたどりながら現在のかたちに落ちついたとされ、現在のシテ方にももと地謡方、あるいはワキ方の家であったものは多く存在する[要出典]。
狂言方 [編集]
狂言方が能の劇中に登場することも多い。狂言方が担当する役を「アイ」もしくは「間狂言（あいきょうげん）」と呼ぶ。多くの場合、こうした能は前場 と後場に分かれており、前後でシテが装束を変えるために、その場をつなぐ目的で狂言方の役者が能の物語にまつわる古伝承や来歴を語るものである。アイには 一人で行うものと、多人数で行うものがある。また単純に物語をするだけのものと、ワキ方やシテ方に絡んで物語の筋を構成するものとがあり、前者を語アイ （坐って語るものを「居語アイ」、立って語るものを「立語アイ」と呼ぶ）、後者を「会釈アイ（あしらいアイ）」と称する。まれに間狂言のない能も存在す る。
囃子方 [編集]
上手より笛（ふえ）、小鼓（こつづみ）、大鼓（大革）（おおつづみ、おおかわ）、太鼓（たいこ）と並ぶ。小鼓方と大鼓方は床几（しょうぎ）を用い る。太鼓は獅子や鬼など超自然的威力のあるシテが現れる際に用いられる。太鼓なしの囃子を三拍子、太鼓を含むと四拍子と呼ぶ。笛は旋律を奏でるというよ り、情景を象徴したり打楽器的に用いられたりする。囃子方の発する掛け声も能の重要な要素である。
流派 [編集]
詳細は「観世流」、「宝生流」、「金剛流」、「金春流」、「喜多流」、「下掛宝生流」をそれぞれ参照
能の流派は大和四座の系統の流派と、それ以外の日本各地の土着の能に分けられる。大和四座とは観世座、宝生座、金春座、金剛座であるが、更に江戸期に金剛座から分かれた喜多流の五つを併せて四座一流と 呼ぶ。喜多流は金剛流より出、金春流の影響を受けつつ江戸期に生れた新興の一派であって、明治期にいたってほかの四流と同格とされた。喜多流は創流以来座 付制度を取らず喜多座と呼ばれることはなかったので、五座ではなく四座一流となる。四座のうち奈良から京都に進出した観世、宝生を上掛り（かみがかり）と呼び、引き続き奈良を根拠地とした金春、金剛を下掛り（しもがかり）と呼ぶ。喜多は下掛りに含む。
大和四座は豊臣秀吉が政策的に他の猿楽の座（丹波猿楽三座など）を吸収させた為、江戸時代に入る頃には事実上、日本の猿楽[17]の大半を傘下におさめていた。現在、四座一流の系統の能楽師たちは社団法人能楽協会を組織しており、能楽協会に加盟している者が玄人の能楽師と位置づけられている。
一方、大和四座に統合されなかった能が残存している地域もあり、四座一流では演じられない曲目や、その地域独特の舞いを見ることが出来る。有名なものとしては、山形県の春日神社に伝わる黒川能、黒川能から分かれた新潟県の大須戸能などがある。
なお、能楽協会所属の能楽師によって上演される能においては、能全体の流儀はシテ方の流儀によって示される。また能に限り、家元を宗家（そうけ）と 称する。これは江戸期に観世家に限り分家(現在の観世銕之亟家）を立て、これをほかの家元並みに扱うという特例が認められたことに基づくものである。分家 に対し、本家が「宗家」と称したのがやがて「家元」の意味で用いられるようになったものである。現在では、同姓の分家との関係で用いられないかぎり、ほぼ 「家元」の言いかえである。
座付制度 [編集]
江戸時代以前、猿楽の役者たちはいずれかの座に所属して活動していた為、現在のようにシテ方が自由に三役を好きな流派から選んで演能をすることは無かった。以下に江戸時代における各座の構成を示す。
· 観世流(観世座)

ワキ　進藤流、福王流
笛　　森田流、春日流
小鼓　観世流、幸清流
大鼓　葛野流
太鼓　観世流
狂言　鷺流
· 宝生流（宝生座）
ワキ　下掛宝生流
笛　　一噌流
小鼓　幸流
大鼓　観世流宝生錬三郎派、威徳流
狂言　大蔵流大蔵弥太夫派
· 金剛流（金剛座）
ワキ　高安流
笛　　春日流長命清左衛門派
大鼓　高安流
狂言　大蔵流大蔵八右衛門派
· 金春流（金春座）
ワキ　春藤流
小鼓　幸流、大倉流
大鼓　大倉流
太鼓　金春流、金春三郎右衛門流
狂言　大蔵流
· 喜多流に座付はない
現存する流派 [編集]
（カッコ内は2005年の能楽協会名簿における所属の能楽師の数）
· シテ方（詳細は各記事を参照のこと）
観世流(561)、宝生流(270)、金剛流(100)、金春流(120)、喜多流(54)

· ワキ方
高安流(16)、下掛宝生流(24)、福王流(20)

進藤流（明治期に廃絶）、春藤流（明治期に廃絶）
· 笛方
一噌流(17)、森田流(48)、藤田流(4)

平岩流（明治期に廃絶）、春日流（戦後に廃絶）
· 小鼓方
幸流(31)、幸清流(9)、大倉流(18)、観世流(7)

· 大鼓方
葛野流(12)、高安流(13)、石井流(10)、大倉流(13)、観世流(1)

威徳流（明治期に廃絶）、金春流（明治期に廃絶）
· 太鼓方
金春流(25)、観世流[18](16)

· 狂言方
大蔵流(92)、和泉流(56)

鷺流（佐渡島、山口などに末流が存続しているが、能楽協会会員資格は認められていない）
書物 [編集]
世阿弥の著作 [編集]
1400年、世阿弥は『風姿花伝』（一名花伝書）を著した。この書の第一章にあたる「年来稽古条々」は「初心わするべからず」や「時分の花」などよく知られた内容があり、その理論は現代で通用するものと評価されている。内容には、観阿弥の考えも含まれているとされる。その後世阿弥は、『花鏡』、『拾玉得花』、『申楽談儀』（口述）など研鑽に基づく理論を伝書として残している。現在二十一種が伝書として知られている。
型附 [編集]
古くから続く家には、秘伝を記した書物が伝承されていることがある。これを「型附」（かたづけ）と呼ぶ。
戯曲 [編集]
上演形式 [編集]
江戸時代には、『翁』+五本の能を上演するのが正式であった。これを翁付き五番立と呼ぶ。どの曲をどのような順序で上演するのかも、序破急の概念を用いて決められていた。
具体的には、能の曲を五種類に分け、
1. 初番目（神）　神がシテとなる。脇能とも。序。
2. 二番目（男）　武人がシテとなる。修羅物（しゅらもの）とも。ほとんどが負け戦（負修羅）である。破の序。
3. 三番目（女）　美人がシテとなる。鬘物（かずらもの）とも。破の破。
4. 四番目（狂）　狂女がシテとなる。狂女物とも。実際には様々なものがここに入る（雑能）。破の急。
5. 五番目（鬼）　鬼、天狗といった荒々しく威力のあるものがシテとなる。切能（きりのう）とも。急。
の順で演じた。これらの能の間には狂言が挟まれるため、全体では大変な長時間を要した。
現在ではこれだけ長時間の演能は難しく、能二番の間に狂言一番程度をはさむ形態の公演が多い。それでも五番立の順序は重視されている。例えば五番目物『石橋』の後に三番目物『井筒』を上演するようなことは稀である。
五番立で演能する際、五番目がめでたい曲（祝言能）ではなく暗い内容の能である場合は、『高砂（たかさご）』等、神能ものの後場のみを演じ（後半部分のみ演ずることを半能という）、めでたい気分で納めるのが建て前であった。さらに略して最後の一章のみを素謡で謡ってすますこともあった。「付祝言（つけしゅうげん）」と称するこの習慣は、演能時間が短くなった今日でも見られる。
能の番組の書き方
能の番組面の例を右図にしめす。シテの演者名は演目の右肩に書かれ、ワキの演者名は演目の真下に書かれるのが慣例である。なお「小書（こがき）」とは特殊演出を指す。
能の略式演奏 [編集]
仕舞（しまい）
舞手と地謡数名と曲中のハイライトとなる舞を上演すること。舞手は能装束ではなく紋付き袴を着る。また面はかけない。
　　　「クセ」とは能一曲のなかで地謡が中心になった部分、「キリ」は能の終わりの部分の名称である。
舞囃子（まいばやし）
仕舞に囃子方が加わったもの。仕舞より長い部分を演ずることが多く、舞事や働事（上記参照）を含むことが多い。
半能（はんのう）
長大な曲の前場を短く省略して上演すること。詳細は半能参照。
素謡（すうたい）
地謡（および役謡）で一曲を上演すること。囃子方は伴わない。間狂言も省かれるのが普通。
連吟（れんぎん）
素謡の形式で、曲のハイライトのみを謡う。
連調（れんちょう）
謡（一名もしくは数名）と１種類の打楽器が数名で、能の一部分を演奏する形式。
一調（いっちょう）
謡一名と１種類の打楽器が一名で、能の一部分を演奏する形式。一調用の替えの手を打つこともある。
一管（いっかん）
笛一名による演奏。普段の能では吹かない曲を演奏する場合もある。
一調一管（いっちょういっかん）
笛一名と１種類の打楽器が一名による演奏。一調用の替えの手を打つこともある。
素囃子（すばやし）
囃子方による演奏のみで上演すること。
番囃子（ばんばやし）
地謡と囃子方で一曲を上演すること。能の音声部分の上演。
居囃子（いばやし）
地謡と囃子方で曲のハイライトを上演すること。舞囃子からシテの舞を取った形式。
狂言


狂言「水掛聟(みずかけむこ)」
狂言（きょうげん）は、能と同様に猿楽から発展した伝統芸能で、猿楽の滑稽味を洗練させた笑劇。明治時代以降は、能・式三番と併せて能楽と呼ぶことがある。
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語源 [編集]
狂言は、道理に合わない物言いや飾り立てた言葉を意味する仏教用語の「狂言綺語」（きょうげんきぎょ）に由来する。この語は主に小説や詩などを批評する際に用いられた(例;願以今生世俗文字業狂言綺語之誤 翻為当来世々讃仏乗之因転法輪之縁 白楽天)。この語が猿楽の滑稽な物まね芸を指す言葉として転用され、やがて上述の諸芸能の名称として定着した。一般名詞としても、滑稽な振る舞いや、冗談や嘘、人をだます意図を持って仕組まれた行いなどを指して狂言と言うようになった。
能は面（仮面。おもてと読む）を使用する音楽劇で、舞踊的要素が強く抽象的・象徴的表現が目立つ。またその内容は悲劇的なものが多い。これに対し狂言は、一部の例外的役柄を除いて面を使用せず、猿楽の持っていた物まね・道化的な要素を発展させたものであり、せりふも含め写実的表現が目立つ。内容は風刺や失敗談など滑稽さのあるものを主に扱う。
狂言の役柄 [編集]
狂言で主役を務める者は能と 同様にシテというが、脇役を務める者はアドといい、能のワキとは異なる呼称となっている。アドが複数登場する場合は、一のアド、二のアドと称したり、代表 的な者のみをアド、それ以外を次アドまたはオモ（大蔵流の場合）、小アド（こあど。和泉流の場合）などと称したりする。集団で登場する場合は立衆（たち しゅう）といい、立衆を統率する者を特に立頭（たちがしら）と呼ぶ。一応こういう区別は存するが、実際には主（しゅう）、太郎冠者（たろうかじゃ）、すっ ぱ、亭主等、その曲その曲の役名で呼ばれることの方が多い。
狂言の分類 [編集]
狂言は大きく以下の3種類に分類される。
· 別狂言
能「翁」の一部をなす三番叟（さんばそう。大蔵流では「三番三」と書く）と、その特別演出である風流（ふりゅう）をいう。
· 本狂言
一曲として独立して演じられるもの。通常、狂言という場合はこれをさす。
· 間狂言（あいきょうげん）
単に間（あい）とも。能の一部として演じられるものをいう。
本狂言はさらに下位分類されることもある。時代や流儀によっても相違があり一定していないが、大蔵虎寛本（1792年成立）の分類を代表として挙げておく。（これは主役の類型による分類をめざしているように見えるが、類型把握もおおざっぱすぎるという評もあり、また「脇狂言」という番組順の分類名もふくまれており、不統一であるというそしりはまぬかれない。）
· 脇狂言
めでたさ本位の曲。「末広がり」「福の神」「三人夫」「宝の槌」「鍋八撥」など。
· 大名狂言
主従もののうち、大名がシテを勤めるもの。「萩大名」「武悪」「靫猿[1]」「今参」「粟田口」など。
· 小名狂言（しょうみょうきょうげん）
主従もののうち、太郎冠者がシテを勤めるもの。「栗焼」「止動方角」「附子」「棒縛」「鐘の音」「金藤左衛門」など。
· 聟女狂言
聟入りもののように聟がシテを勤めるもの、及び女性の登場するもの。「二人袴」「八幡前」「比丘貞」「右近左近」「千切木」「寝音曲」など。
· 鬼山伏狂言
閻魔大王や鬼の類がシテを勤めるもの（人が鬼に化ける話もこれに含まれる）、及び山伏がシテを勤めるもの。「朝比奈」「八尾」「清水」「梟」「柿山伏」など。
· 出家座頭狂言
僧や新発意、座頭がシテを勤めるもの。「布施無経」「呂連」「薩摩守」「伯養」「猿座頭」「丼礑」など。
· 集狂言（あつめきょうげん）
上記の分類に収まらないもの。「瓜盗人」「茶壷」「膏薬練」「釣狐」「合柿」など。
流派 [編集]
江戸時代に家元制度を取っていた流派としては、大蔵流、和泉流、鷺流の三つの流派が存したが、現在能楽協会に所属する流派として存続しているのは大蔵流と和泉流だけである[2]。その他に、室町後期～江戸初期には南都禰宜流という神人（じ んにん。じにん）を中心とした流派が存していたことが知られている。神人とは神社に属して芸能その他卑賤の仕事に従事した者の称で、かつて猿楽が有力寺社 に属していた名残とも言える存在である。室町時代には盛んに活動していたことが諸記録によって窺われるが、江戸時代に入ると急速に衰え、江戸初期には既存 の流派（大蔵流など）に吸収されて消滅したと言われている。その他にも無名の群小諸派が存在したようで、流派としては既に滅んでしまったが、一部の台本は 『狂言記』『続狂言記』『狂言記拾遺』『狂言記外編』という一般読者向けの読み物となって江戸時代に出版され、世に残った。
大蔵流 [編集]
詳細は「大蔵流」を参照
猿楽の本流たる大和猿楽系の狂言を伝える唯一の流派。代々金春座で狂言を勤めた大蔵弥右衛門家が室町後期に創流した。
現在大蔵流には山本東次郎家（東京を本拠）、大藏弥太郎家（宗家。東京を本拠）、茂山千五郎家（京都を本拠）、茂山忠三郎家（京都を本拠）、善竹忠 一郎一門（大阪・神戸を本拠）、善竹十郎家（東京を本拠）がある。台本は江戸の大蔵宗家の芸系を受け継ぐ山本東次郎家のものと、江戸時代以来京都を本拠と してきた茂山千五郎家のものとに大別される。両者は芸風も対照的で、山本東次郎家が武家式楽の伝統を今に残す古風で剛直な芸風なのに対して、茂山千五郎家 は写実的で親しみやすい芸風である。
過去に大蔵流から人間国宝に認定されたのは善竹弥五郎（茂山久治）、3世・茂山千作（真一。11世・茂山千五郎）、4世・茂山千作（七五三<しめ>。12世・茂山千五郎。現役）の3人。
和泉流 [編集]
詳細は「和泉流」を参照
和泉流は、江戸極初期に京都の手猿楽師（てさるがくし。素人出身の職業狂言師）として禁裏御用を勤めつつ、尾張藩主徳川義直に召し抱えられていた7世山脇和泉守元宜が、同輩の三宅藤九郎家、野村又三郎家を傘下に収めて創流した流派である。宗家は山脇和泉家。 もっとも、一応家元制度を取っていたとは言え、三派合同で流儀を形成したという過去の経緯もあって、近世を通じて家元の力は弱く、とりわけ三宅藤九郎家と 野村又三郎家は独自の六義（りくぎ。和泉流における狂言台本の称）を持てるという特権を有するなど、一定の独自性を保っていた。
現在和泉流は、野村又三郎家（名古屋を本拠。いわゆる野村派）、野村万蔵家・万作家・三宅右近家（東京を本拠。いわゆる三宅派）、狂言共同社（名古屋を本拠。いわゆる名古屋派）に大別され、台本もそれぞれ異なる。芸風は江戸時代においては上方系の写実性に富んだものであったようである[要出典]が、近代に入り東京に進出してから変化した[要出典]。
過去に和泉流から人間国宝に認定されたのは6世・野村万蔵、9世・三宅藤九郎、初世・野村萬（7世・野村万蔵。現役）、野村万作（現役）の4人。
鷺流 [編集]
鷺流は徳川家康のお抱え狂言師となった鷺仁右衛門宗玄（1560生-1650没）が一代で築き上げた流派である。宗玄は、もとは山城[1]

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8C%BF%E6%A5%BD" \o "猿楽" 猿楽系の長命座に属していたが、長命座が金剛座に吸収されてからは宝生座に移り、1614年に家康の命令で観世座の座付となったのを機に一流をなした。家康に寵愛され、大蔵流を差し置いて幕府狂言方筆頭となって以降は、江戸時代を通じて狂言界に重きをなした。芸風は当世風で写実的、悪く言えば派手で泥臭く卑俗なものであったらしい。宗家は鷺仁右衛門家、分家に鷺伝右衛門家（幕府狂言方序列4位）、弟子家に名女川家などがあったが、宗家をはじめとしてほとんどの職分が観世座に属していた。
この観世座というマンモス座に頼り切った脆弱な構造が災いし、明治維新を迎えるや、鷺流は混乱の極みに達した。時の家元であった19世・鷺権之丞は変人と評されるほどの人物でとても流派を統率する力はなく、困窮した職分は大挙して吾妻能狂言（能楽と歌舞伎の折衷演劇。明治14年頃に消滅）に参加、失敗に終わった後も歌舞伎役者に家芸を伝えたとして能楽界への復帰は許されず、明治28年（1895年）に鷺権之丞が没して宗家は断絶、大正11年（1922年）に最後の鷺流狂言師であった鷺畔翁（晩年は鷺流宗家を自称した）の死去により、能楽協会に所属する流派として廃絶するに至った。
なお、鷺流の狂言自体は山口県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E5%B8%82" \o "山口市" 山口市（伝右衛門派、県指定無形文化財）、新潟県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E6%B8%A1%E5%B8%82" \o "佐渡市" 佐渡市（仁右衛門派、県指定文化財）、佐賀県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%9F%BC%E5%B8%82" \o "神埼市" 神埼市千代田町高志（たかし）地区（高志狂言という名称で県指定無形民俗文化財として）などに残っており、国立能楽堂などで上演されたこともある。また、鷺畔翁をはじめ能楽界を追放された鷺流狂言師たちは歌舞伎界に接近し、「松羽目物」と言われる能楽写しの舞踊劇の演出に多大な影響を与えた。その意味では、鷺流の歌舞伎界に与えた影響は決して小さなものではない。
文楽
文楽（ぶんらく）は、本来操り人形浄瑠璃専門の劇場の名である。しかし、現在、文楽といえば一般に日本の伝統芸能である人形劇の人形浄瑠璃（にんぎょうじょうるり）を指す代名詞的存在である。文楽座の始まりは、淡路仮屋の初世植村文楽軒が「西の浜の高津新地の席」という小屋を大坂高津橋南詰で建てて、興行したのが始まりとされる。文楽成立以前の人形浄瑠璃については、浄瑠璃も参照のこと。
1955年に（人形浄瑠璃文楽座の座員により演ぜられる）文楽が文化財保護法の重要無形文化財に指定された。また、ユネスコ無形文化遺産の保護に関する条約（無形文化遺産保護条約）に基づく「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」に掲載されている。
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三業 [編集]
文楽は男性によって演じられる。太夫、三味線、人形遣いの 「三業（さんぎょう）」で成り立つ三位一体の演芸である。客席の上手側に張りだした演奏用の場所を「床」と呼び、回転式の盆に乗って現れた太夫と三味線弾 きが、ここで浄瑠璃を演奏する。対して人形のことを「手摺」と呼ぶが、これは人形遣いの腰から下が隠れる板のことを手摺ということから。
太夫 [編集]
浄瑠璃語りのこと。1人で物語を語るのが基本で、情景描写から始まり多くの登場人物を語り分けるが、長い作品では途中で別の太夫と交代して務める。掛け合いの場合には複数が並ぶ。浄瑠璃には多くの種別があるが、文楽では義太夫節が用いられる。
なお、太夫名（芸名）の場合、1953年（昭和28年）以前は「太夫」と表記していたが、以後は「大夫」と表記するようになった。また、「若大夫」のように「太夫」「大夫」の前が2拍の場合は「たゆう」、「義太夫」「越路大夫」のように2拍以外の場合は「だゆう」と読む。
（参考：文楽ではないが、歌舞伎の舞台で義太夫節を語る、いわゆる竹本の太夫の場合は、現在でも「大夫」ではなく「太夫」と表記している。）
三味線 [編集]
太棹の三味線を使う。座り方は正座であるが、膝を広めに座り両足の間に完全に尻を落としている。響きが重いことから「ふと」（⇔細棹は「ほそ」）ともいう。
人形遣い [編集]
古くは1つの人形を1人の人形遣いが操っていたが、1734年に 『芦屋道満大内鑑』で三人遣いが考案され、現在では3人で操るのが普通である。主遣い（おもづかい）が首と右手、左遣いが左手、足遣いが脚を操作する。 「頭」と呼ばれる主遣いの合図によって呼吸を合わせている。黒衣姿だが、重要な場面では主遣いは顔をさらすこともあり「出遣い」と呼ばれる。左・足遣いは 顔を隠している。
文楽人形 [編集]
文楽人形には、男女のほか、年齢・身分・性格によって「かしら」が異なり、それぞれ以下のような種類がある。
男性のかしら
男性的で哀愁を帯びた強さがあらわれている立役、検非違使（けんびし） 

· 嫌味で卑屈な表情の端敵役の陀羅助（だらすけ）
· 三枚目の敵役、与勘平（よかんぺい）
· 正直な町人のかしら、又平（またへい）
· 慈愛に満ちた心を持つ老武士、鬼一（きいち）
· 20代前後の二枚目役、源太（げんだ）
· 10代の恋愛ものの相手役に用いられる、若男（わかおとこ）
· 40代から50代頃の武将で、聡明繊細な表情を浮かべた孔明（こうめい）
· 時代物の豪快な武将、金時（きんとき）
など
女性のかしら
· 14、5歳の未婚女性他に用いられる、初々しい表情の娘（むすめ）
· 20代から40代の幅広い女性に用いられる老女形（ふけおやま）
· 最高位の遊女としての気品と色気、芯の強さを持ち合わせた女性のかしらで、最も華麗である傾城（けいせい）
· 三枚目役のお福（おふく）
など
素材は木曽檜を用い、眉（アオチ）・目（ヒキ目・ヨリ目）など動くものには仕掛けを、また内部にうなづき糸をつけるなどして、表情を豊かにする工夫が施されている。かしらを動かすための操作索には鯨ひげが使われる。
人形の衣裳はそのつど脱がされ、かしらと別々に保管されている。よって使用する際には、人形遣いは自分で遣う人形の衣裳をつけることが必要となる。それを、人形拵えという。
歴史 [編集]
人形浄瑠璃について [編集]
人形

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%9D%E5%B1%85" \o "芝居" 芝居が江戸時代初期に三味線音楽、浄瑠璃と結びついて生まれたとされる。太夫では竹本座を大坂に開いた竹本義太夫、作者では近松門左衛門や紀海音といった優れた才能によって花開いた。一時期は歌舞伎をしのぐ人気を誇り、歌舞伎にもさまざまな影響を与えた。今日でも櫓下（最高位の太夫）は市川団十郎よりも芸事における地位が高いとされる。多くの歌舞伎が人形浄瑠璃の翻案であり、浄瑠璃を省略なく収めた本を丸本と称するところから、丸本物（まるほんもの）と呼ばれる。
その後、福内鬼外（平賀源内）により江戸浄瑠璃が発生した。18世紀末から19世紀のはじめにかけて（寛政年間）、初世植村文楽軒は歌舞伎の人気に押されて廃れつつあった人形浄瑠璃の伝統を引き継ぎ、高津橋（大阪市

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA_%28%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%B8%82%29" \o "中央区 (大阪市)" 中央区）に座を作り再興させた。この劇場は1872年、三世植村文楽軒（文楽翁）の時に松島（大阪市西区）に移り、「文楽座」を名乗る。明治末期には文楽座が唯一の人形浄瑠璃専門の劇場となったことから、人形浄瑠璃の代表的存在となった。
1909年には文楽座は松竹の経営となり、松竹が文楽の興行を行うこととなった。文楽座はのちに御霊神社境内（大阪市中央区）に移転。焼失後の1929年には四ツ橋（大阪市西区）に新築移転したが、1945年の大阪大空襲で再度焼失。翌1946年に復興したが、1956年、道頓堀弁天座跡（大阪市中央区）へ新築移転した。復興に関しては細井幾太郎が戦火を免れた四国を周り人形を収集、多大なる貢献をしたとして昭和天皇より黄綬褒章を下賜された。また細井幾太郎は文楽座楽屋周りの責任者として長く支えた。
1948年、松竹との待遇改善がからみ、文楽界は会社派の「文楽因会」と組合側の「文楽三和会」に分裂した。こうした内紛もあって戦後は興行成績が低迷。1963年、松竹は文楽から撤退し、文楽座も朝日座と改称。新たに大阪府・大阪市を主体に文部省（現・文部科学省）・NHKの後援を受けた財団法人文楽協会が発足し、文楽界は再統一され、再出発することとなった。
一時期は人材不足に悩んだ文楽界だが、1973年に研修生制度が始まってからは、家柄に関係なく若者が門を叩くようになった。1984年には国立文楽劇場が完成し、松竹の撤退後もときおり文楽を興行していた朝日座、旧文楽座は幕を閉じる。
2003年、「人形浄瑠璃文楽」が「人類の口承及び無形遺産の傑作」と宣言された（世界無形文化遺産参照）。
主な作品 [編集]
江戸時代から見て過去の出来事を扱った「時代物」[1]と、同時代のことを主題にした「世話物」がある。
時代物 [編集]
· 芦屋道満大内鑑（葛の葉）
· 伊賀越道中双六（伊賀越）
· 一谷嫩軍記（一の谷）
· 妹背山婦女庭訓（妹背山）
· 絵本太功記（太功記）
· 奥州安達原（安達原）
· 近江源氏先陣館（近江源氏）
· 加賀見山旧錦絵（鏡山）
· 仮名手本忠臣蔵（忠臣蔵）
· 鎌倉三代記（鎌三）
· 鬼一法眼三略巻（鬼一法眼）
· 祇園祭礼信仰記（信仰記、金閣寺）
· 傾城反魂香（吃又）
· 源平布引滝（布引、布引滝）
· 恋女房染分手綱（重の井子別れ、恋女房）
· 国性爺合戦（国性爺）
· 御所桜堀川夜討（御所桜、弁慶上使）
· 生写朝顔話（朝顔日記）
· 新薄雪物語（新薄雪）
· 菅原伝授手習鑑（菅原）
· 攝州合邦辻（合邦）
· 壇浦兜軍記（阿古屋琴責め）
· 花上野誉碑（志渡寺）
· ひらかな盛衰記（盛衰記、逆櫨、源太勘当）
· 平家女護島（俊寛）
· 本朝廿四孝（廿四孝）
· 嬢景清八島日記（嬢景清）
· 伽羅先代萩（先代萩）
· 義経千本桜（千本桜）
· 良弁杉由来
世話物 [編集]
· 桂川連理柵（桂川）
· 碁太平記白石噺（白石噺、碁太平記）
· 心中天網島（天網島）
· 心中宵庚申（お千代半兵衛）
· 新版歌祭文（お染久松）
· 曾根崎心中（お初徳兵衛）
· 近頃川原の達引（お俊伝兵衛、堀川）
· 夏祭浪花鑑（夏祭）
· 艶容女舞衣（酒屋）
· 双蝶々曲輪日記（双蝶々）
· 堀川波の鼓（波の鼓）
· 冥途の飛脚（梅川忠兵衛）
· 壺坂観音霊験記（壺坂）
